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1 .センターの概要

1. 1 業務の概要
本県の染織工業，特に大島紬に関するデザイン・緋締・加工・染色・製織等の試験研究，新規織物の開発，

技術指導・相談，後継者育成等の事業を通じて大島紬業界の発展に努める。

1. 2 組織と業務
総務課

(1)人事，予算，会計，給与，福利厚生に関すること

( 2 )財産・物品の管理に関すること

(3 )施設維持等に関すること

(4 )総合企画，連絡調整に関すること

機織 研究 室

(1)機織及び加工技術の調査，研究，指導

( 2 )繊維素材及び繊維製晶の試験研究，依頼分析，鑑定

~デザイン研究室
(1)大島紬の意匠図案の調査，研究，指導

( 2 )大島紬製品の企画開発，デザイン技術の研究

染色化学研究室

(1)染色及び加工技術の調査，研究，指導

( 2 )染色化学の試験研究，依頼分析，鑑定

1. 3 沿革
昭和 2年 3月 鹿児島県工業試験場大島分場を設置する。

昭和 2年 4月 庶務，機織，原料糸，染色の4部で発足する。

昭和 4年11月 鹿児島県告示第407号により鹿児島県大島郡染織指導所として独立。庶務，原料，図案，染色，機織

の5部が設置され，事務所を現在の名瀬市久里町におく。

昭和 7年 4月 大島紬後継者育成のため図案，染色，機織部門の伝習生養成を開始する。

昭和20年 4月 戦災により庁舎が全焼，試験研究業務を停止する。

昭和21年 2月 内部省告示第22号により奄美群島は日本本土から分離され，臨時北部南西諸島と改称，昭和25年5月

l まで臨時北部南西諸島政府経済部商工課で大島紬の指導を行う。

v 昭和25年 6月 大島染織指導所として再発足する。

昭和26年 4月 旧敷地内に庁舎を再建，庶務，図案，機織，原料，染色の5係を配置し業務を開始する。

昭和27年 4月 伝習生(1年)，研究生等(6ヶ月)の養成を再開するロ

昭和27年 4月 大島染織指導所は琉球政府経済局の所管となる。

昭和28年12月 日本へ復帰，鹿児島県大島染織指導所となる。

昭和30年11月 庁舎用地として303rrfを取得し，ボイラ一室を設置する。

昭和31年 3月 加工室，機織室，会議室を新築する。

昭和37年 7月 機構改革により，庶務係，機織図案研究室，染色化学研究室を設置する。

昭和38年 4月 本館事務室，実験室，機織室，染色棟を新築する。

昭和48年 3月 染色廃水処理施設を設置する。

昭和54年11月 創立50周年記念事業を実施する。

昭和56年 4月 鹿児島県行政組織規則一部改正並びに機構改革により，鹿児島県大島紬技術指導センターと改称し，

総務課，機織研究室，染色化学研究室，図案研究室を設置する。

平成元年10月 大島紬技術指導センタ一新築整備事業により，現在地へ移転新築する。

平成 2年 4月 鹿児島県行政組織規則一部改正により，副館長職を設置，図案研究室をデザイン研究室に改称する。

平成 9年 3月 ハイテク開放試験室(つむぎゆらおう塾)を設置する。
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4 機構

1 . 4. 1 組織と職員百日置 (H9.3.31現在)

商工労働部 一工業振興課一 大島紬技術指導センター

館 長 副館長 総 務 課

」一主主

査嘉原厚子

(総務課長兼務) 課長(副館長兼務) 事津漣宏一

山 田式典 岡村賢志郎 岡村賢志郎

機織研究室 」主任研究員平田清和

室長押川文隆 主任研究員今村順光

主任研究員恵川美智子

主任研究員福山秀久
) 

主任研究員市来浩一

デザイン研究室 L一主任研究員富山晃 次

室長恵原要 主任研究員徳永嘉美

染色化学研究室 主任研究員 西 決造

室長仁科勝海 ト主 任 研 究 員 山 下 宜良

研究員向吉郁 朗

研究員安藤義則

1 . 4. 2 職員現況表 (H9.3.31現在)

区 分 事務職 技術職 現業職 言十 非常勤職員 備 考
、J

館 長 1 l 

総 務 課 3 3 

機織 研究室 6 6 

デザイン研究室 3 3 

染色化学研究室 5 5 l 

計 3 1 5 1 8 1 

2 



1 . 4. 3 人事異動

("8.4.1-"9.3.31) 

発令年月日 氏 名 |日 任 新 任 備考

"8. 4. 1 山田式典 工業技術センター副所長 館長 転入

岡村賢志郎 名瀬保健所保健予防課長 副館長兼総務課長 転入

仁科勝海 工業技術センター化学部主任研究員 染色化学研究室長 転入

津遁宏一 青少年女性課施設指導係主事 総務課主事 転入

~' 

操 利一 染色化学研究室主任研究員 工業技術センター化学部主任研究員 転出

吉村一也 総務課主査 県民生活課交通安全対策係主査 転出

安藤義則 染色化学研究室研究員 新規採用

"9. 3.31 山田式典 館長 退職

1. 5 決算

歳 入 歳 出

¥ノ

手 数 料 78，905 技術情報管理 430，000 

財 産 収 入 515 工 業 振 興 費 1，097，000 

諸 収 入 30，118 中小企業振興費 5，859，000 

工業試験場費 103，346，000 

人 事 管 理 費 46，000 

JロL 計 109，538 合 計 110，778，000 
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1. 6 
1 . 6. 1 

土地

建物

所在地

区分

規模
土地・建物
6，369.33nl 
2，434.74nl 
鹿児島県名瀬市浦上888番地

種 )j1J 

土地 事務 所用地及び施設用地

建物 事 務 所 及 ぴ 研 究 室

11 ハイテク開放試験室(つむぎゆらおう塾)

ノノ 廃水処理施設及び実験用泥回

工作物 自己

1 . 6. 2 配置図
2F 

lF 

糊|
張

り

仕

上

化学分析室

機器分析室

ハイテク開放試験室

(つむぎゆらおう塾)

動力室

機織試験室

中庭 |相談室II 

錦鰍室

会議室

計

念

A将司

碑

機器言十担.1)室

中 庭

展示ロビー

玄関

(単位;rrO 

4書 造 1 階 2 ，皆 計

6，369.33 
鉄筋コンクリート造 1，499.26 630.40 2，129.66 

鉄 骨 造 164.32 164.32 

鉄筋コンクリート造 140.76 140.76 

1，804.34 630.40 2，434.74 
石 材 1基 1基

) 

デザイン研究室

回圃
) 

染色試験室

職員室
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1. 7 研究設備一覧表(重要物品)

機器名|型 式 メ カ 名 回 目
機織研究室

風合試験機 HANDLE-O-METER Thwing Albert本土 S42 

経糸抱合力試験機 自動記録式 蛭回理研側 S49 国補

ヤーンストレングス・テスタ AUTOMATIC Y.STESTER 日本ウスター側 S49 国補

空圧式自動締機 間 3型 錦、江織物機械製作所 S57 

万能号l張試験機 テンシUYRTM-I00 側オリエン7"0/ク S63 

KN型織機 KN-6x6 115cm 津田駒工業側 S63 

KES風合いシスァム

引張りせん断試験機 KES-FBl 関カトーテック Hl 国補

純曲げ試験機 KES-FB2 側カトーデック Hl 国補

圧縮試験機 KES-FB3 側カトーデック Hl 国補

表面試験機 KES-FB4 側カトーテック Hl 国補
~. 

システム用自動処理装置 KES-FB 側カトーテック Hl 国補

精密迅速熱物性測定装置 KES-FB7 側カトーテック Hl 国補

水分含有量測定機 LP16-M メトラ一社 Hl 国補

粘度調q定機 DV-II 協和科学側 Hl 国補

繊度測定器 DC-llA サーチ側 Hl 国補

比重測定装置 KGM-l コカジ技研 Hl 国補

毛羽試験機 F-INDEX TESTER 敷島紡績側 Hl 国補

撚数担q定機 TC-50 敷島紡績側 Hl 国補

テンシUY万能試蹴用データ処理装置 MP-I00 側オリヱンァック Hl 国補

紋紙作業双子ム(γャカートや駒構) MM-J 錦江織物機械製作所 Hl 国補

サンプルオープナー OP-200 大和機工側 Hl 国補

7 ツプフォーマー LF-200 大和機工側 Hl 国補

ローラーカード SC-200 大和機工側 Hl 国補

ドローインフレーム DF-4 大和機工附 Hl 国補

意匠撚糸機 123-AF 日本紡織機械製造側 Hl 国補

) 
両速紙上機 番場式 6総 偶)きょうのう織機製作所 Hl 国補

機料品一式(自動管巻機) 矢沢式OSY-2錘 伯)きょうのう織機製作所 Hl 国補

ドピー機 AP-25 側山田ドピー販売 H2 国補

ドビーコントローフー EDC-2800 側nモテキスタイルマシy H2 国補

ワインダー(自動乾燥糊付) KS-3 附梶製作所 H2 国補

通気性試験機 KES-F8-APl 側カトーァック H2 

全自動糸番手測定装置 AUTOBAL 敷島紡績(紛 H3 国補

精紡機 SPINNETESTER SKF-82 エデラ社 H3 

帯電性試験機 1タチッヲ・オネ1トメーター H-OII0 シシド静電気附 H5 

紋織装置 KYB直織(1，200口) カヤパ工業側 H5 

電子ジャカード ELJ-S カヤパ工業側 H6 国補

画像処理システム GD1200(A) カヤバ工業側 H6 国補

紋織支援装置 CGSII。リコン編集機 カヤパ工業側 H6 

糸ねじり安差トルク試験機 KES-YN-l 側カトーテック H7 

緋締めシミュLーションシ7，11 KYB カヤパ工業関 H7 国補

向上入出力装置 KYB(本体Acolor 935) カヤバ工業(隙 H7 国補
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機 器 名 型 式 メ ーカー名 回 備考

機織研究室

織物組織設計装置 CATシ1テム 中西織工芸偵)

タイイングマシン JM-HI8型 関橋詰研究所

デザイン研究室

CAO及び技術情報シスァム トータルソフトウェア H1 国補

デザインプロセッサー キャノン H1 国補

染色化学研究室

サンシャイン・スーパーロン WEL-SUN-TC スガ試験機 S55 

グライフウェザーメーター

カラーアナフイザー TC-1800 東京電色 S60 

ガスクロマトグラフ GC-9AM 島津製作所 S61 

GPCクロマトグフフ ウォーターズ600E 日本ミリポア・リミテッド H1 国補 u 
クリーンベンチ PCV司 1303 日立製作所 H1 国補

凍結乾燥機 VO回 60 大洋科学工業 H1 国補

アンダーグ7 ス野外暴露台 IS-1 スガ試験機 H1 国補

自動総染機 MVS-2 津村化学機械工業 H1 国補

砕断機 H14型チッパー 太平製作所 H1 国補

分光反射率計 MS-2020 PLUS マクベス H1 国補

染色試験機 YS-12M 山口科学産業 H1 国補

オートスクリーν捺染機 AV-sI 山口科学産業 H1 国補

赤外分光光度計 1640 パーキンエルマー H1 国補

クロマトスキャナー GS-9000 島津製作所 H1 国補

捺染台 フジヤマ H2 国補

スクリーン製版機 SP-180 理想科学工業 H2 国補

蘭像解析装置 nexus-Qube ネクサス H2 国補

フェードメーター FAL-5 スガ試験機 H2 国補

CCM用ソフトウェア COMSEK Win95版 日本化薬 H3 国補

カラーキッチン KAYALIBRA K-1(0) 日本化莱 H3 国補 u 
分光光度計 UV-2200 島津製作所 H4 

糖度屈折計 RX-1000 アタゴ H4 

遠J~\式薄膜濃縮装置 CEP-L 大川原製作所 H4 国補

真空乾燥機 SF-02H 大川原製作所 H4 国補

膜ろ過試験機 FS-239-20S アドパンァック H4 国補

全自動シャリンパイ染色装置 イントレックス H5 国補

原子吸光光度計 3300 パーキンエルマー H5 

3柏市j御直支ロボット HAS-A3 芝浦製作所 H7 

微小面分光担IJ色計 MSP-!90 日本電色 H7 

パーソナルコンビューター VM-516S，Flex-Scan 88F エプソン，ナナオ H7 

分析装置付走査電子顕微鏡 JSM-5800，JEO-2100 日本電子 H7 

自動摺込み染色装置 側エルム H8 国補

緋糸用巻き取り装置 側エルム H8 
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2 試験研究業務
2. 1 試験研究概要

室名 事業名(年度)

奄美産纏物による大島紬の多様化に関する

機 研究

鹿児島・岐阜工業技術交流事業

(H7~H8) 

織 大島紬の耐久性向上の研究

一市販原料糸動向調査研究ー

(H7~H8) 

研 直織による紋織製品の開発

(H8~H10) 

究

大島紬のデザイン・緋締め工程のシステム

化に関する研究

(H6~H8) 

室

二次加工大島紬の開発

ア (H8~H10) 

ザ

イ
J 、

研 画像処理システム利用によるデザイン開発

究 研究

室 (H6~H8) 

自動摺込染色装置の開発

染 一国庫:平成8年度技術開発研究費補助事

業

色 (H8) 

化 粉末天然色素材を用いた新染色法の研究

(H7~H9) 

学

研

究 泥染め移染防止法の研究

(H7~H9) 

室

概 要

岐阜県と共同研究で，芭蕉・月桃等奄美産植物を原料と

した和紙・紙糸の大島紬製造技術を加えて，夏用紙布織物

，帯， $羊装品，小物類を試作した。

県内の大島紬原料糸について，各販売底の代表的な種類

100余点の試料を入手し，糸の物性試験を行った。

大島紬の高検に直織装置を取り付けて，多様なパターン

の紋組織データを作成する。

さらにこれらの紋組織と大島紬用織締め緋を併用するこ

とで自由な紋緋表現を行う。

カードレスジャカードと大島紬用緋締め機を連動させる

ことにより，従来の緋締め法では困難とされてきた複雑で

品数の多い大島紬の製造を可能にした。

織上がり状態に近いシミュレーションが出来るようにな

った上，デザイン開発設計ソフトウェアは着物の仕立て状

態から図案を作成できる画期的な手法を開発した。

これまでに培ってきた大島紬の染色加工法に加え，捺染

技術の導入で大島紬の二次加工技術を確立し，従来になく

自由に加飾デザインされる多彩な大島紬を開発する。

-二次加工による蚊緋大島紬・裾模様大島紬

画像処理システムによる従来にないデザインの開発を行

う。

-創造的オリジナル付けさげ柄デザインの開発

-多品種少量短納期生産に即応するデザイン手法の開発

従来から行われている，人がへラで扱く摺込み染色を画

像処理技術やCG (コンビュータグラフィックス)技術の

応用化と各種アクチユエータ一等の制御技術を使い，色糊

をフス状糸に摺込む自動化染色装置を開発した。

シャリンパイ抽出液の凍結真空乾燥による粉末を用いる

と，高濃度から低濃度まで任意の濃度の染色液を調整でき

る。

この利点を生かし高濃度の染色液を用い，染色工程の短

純化や染色竪ろう度向上が図られる染色方法を確立した。

泥染大島紬はいろいろな長所がある反面，色落ち等によ

り帯等を汚す欠点があり，前年度の研究において反物の処

理方法は確立したが，本年度は染色糸での処理方法を確立

した。

-τ 一



2. 2 研究成果

2. 2. 1 平成7年度研究成果発表会

開催日時 IH8.4.19 
H8.4.25 

名瀬会場・大島紬技術指導センター

鹿児島会場:本場大島紬織物協同組合

口頭発表 Ir泥染め移染防止法に関する研究」

染色化学研究室 O西 決造

「大島紬のデザイン・緋締め工程のシステム化」

一平成7年度地域技術活性化補助金事業一

0は発表者

44 

40 

機織研究室

デザイン研究室

染色化学研究室

0平田清和，福山秀久，恵川美智子，今村順光，市来浩ー，押川文隆

冨山晃次

山下宜良

白久秀信(染色一級技能士)

「紋緋織物による大島紬の多様化に関する研究」

機織研究室 O恵川美智子，平田清和，押川文隆

「奄美産植物による繊維活用新製品の開発」

ー鹿児島・岐阜工業技術交流事業ー

機織研究室 0今村順光

デザイン研究室

染色化学研究室

恵原要，徳永嘉美

間決造，赤塚嘉寛

森田慎一，西元研了，南 晃(鹿児島県工業技術センター)

高田誠(岐阜県紙業試験場)

傍島 章(岐阜県食品ハイテクセンター)

「県庁舎壁材大島紬デザイン開発研究」

デザイン研究室 O冨山晃次

機織研究室 押川文隆

「大島紬の耐久性向上の研究」

藤田純一(鹿児島県工業技術センター)

熊谷良博(鹿児島県庁舎建設事務局)

前村五芳(山形屋ハウジング部)

栄 健(栄絹織物代表)

機織研究室 O平田清和，市来浩一，押川文隆
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2. 2. 2 研究発表

い)誌上発表

題 目 氏 名 掲 載 誌

メタアクリルアミドグラフト加工絹糸の草木 仁科勝海 繊維加工(Vol.48，No.3，1996)

染色

屋久島自生植物を用いる草木染製品の開発 仁科勝海 繊維加工(Vol.48，No.3，1996)

奄美大島自生植物を用いる絹の染色 山下宜良，仁科勝海 繊維加工(Vol.48，No.4，1996)

シャリンパイ粉末染料による絹糸の染色 山下宜良，仁科勝海 繊維加工作ol.48，No.4，1996)

奄美赤土による絹の染色 山下宣良，仁科勝海 繊維加工(Vol.48，No.6，1996)

自動シャリンパイ染色装置の開発 西決造 日本染色新聞(H8.8.12)

自動草木染色装置の開発 西決造 繊維加工作ol.48，No.11，1996)

奄美自生植物の草木染色 山下宜良，仁科勝海 日本染色新聞(H9.2.3)
'-.__/ 

( 2 )口頭発表 0は発表者

題 目 氏 名 発 表 先(発表日)

大島紬のデザイン・緋締め工程のシステム化 0平田清和 平成8年度工業技術連絡会議物質

に関する研究 工学連絡会議繊維部会中・四国九州

地方部会技術専門委員会(H8.7.30)

屋久島に自生する植物を染料とした染織製品 0仁科勝海 第4回製糸絹研究会(H8.12.6)

の開発

本場大島紬の品質改善と関連染織絹製品の関 0仁科勝海 第4国製糸絹研究会(H8.12.6)

発

U (3)パネル発表

なし

2. 2. 3 展 会一一小

展 司ミ 会 名 称 期 間 会場 展 汀ミ 内 d廿τ・ 担当室

第34回全国繊維技術展 6.19-6.21 京都市 紋織大島紬 機織研究室

鹿児島・岐阜技術交流成果発表 9.4-9.8 向山市 紙布関連試作品 3研究室

展 11.29-12.1 名瀬市 (機織・ヂずの・

1.24-1.26 鹿児島市 染色化学)

2.16-2.19 美濃市

科学技術振興促進事業 10.8-10.9 鹿児島市 紋織大島紬 機織研究室

研究成果展示会

9 



2. 2. 4 関連報道

報道内容 報道機関名 日付け)

ハイテク試験室を設置 南海日日新聞(4.9)

伝習生入所式 南海日日新聞(4.11)，大島新聞(4.11)，南日本新聞(4.19)

館長着任挨拶 南海日日新聞(4.11)，大島新聞(4.11) 

平成7年度大島紬技術指導センター研究発表会 南海日日新聞(4.20)，大島新聞(4.20)，南日本新聞(4.30)

鹿児島・岐阜工業技術交流事業紹介 南海日日新聞(4.24)，大島新聞(4.24)，NHK鹿児島(9.10)

MBC(3.9) 

) 

異業種交流「ユイクラブ」勉強会 南海日日新聞(7.26)，大島新聞(7.27)

大島紬の泥染め体験(名瀬小 5年社会見学) 南海日日新聞(11.13)，大島新聞(11.13)

鹿児島・岐阜技術支流成果発表展 大島新聞(11.22，11.30)，朝日新聞(11.29)，南日本新聞

(11.30)，鹿児島新報(11.30)，南海日日新聞(11.30)

製糸絹研究会賞受賞 大島新聞(12.10)，南日本新聞(12.11)，南海日日新聞

(12.20)，MBC(12.10) 

九州の研究機関(大島紬技術指導センター) 日本経済新聞(1.31)

大島紬技術指導センター「平成 7年度業務報告書」 南海日日新聞(2.4)，大島新聞(2.10)

発刊 u 
伝習生終了式 南海日日新聞(3.19)，大島新聞(3.19)

ハイテク開放試験室が完成 南日本新聞(3.27)，南海日日新聞(3.27)，大島新聞(3.28)

MBC(3.28) 

米在住の着物研究家講演 南日本新聞(3.29)

(カルフォルニア大教授和田良子)
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3.技術支援業務

3. 1 依頼業務

依 頼 項 目

依頼分析等 分 析

試 験

図案調製

染色加工

証 明

情報検索

A 口 言十

機 器使用 時間

開放試験室使用 件 数

3.2 指導業務

3. 2. 1 指導事業の現地実施状況

指 導 項 目 企業数(件数)

巡回指導等(機織) 30 

巡回指導等(デザイン) 38 

巡回指導等(染色化学) 39 

移動指導センター 99 

技術アドバイザ一指導 12 

地域人材不足対策事業 7 

起業化技術指導

その他技術相談・指導 641 

件数 備 考

。 定性分析，定量試験など

10 化学試験，物理試験など

Z 口織マーク，図案など

4 染色，抜染など (Total 4，550g) 

。 J018 

17 

。
18 

備 考

鹿児島(4)繍(8)卸1](7)翻(6)野内(2)州(1)縦島(1)知名(1)

鹿児島(3)名瀬(4)笠利(24)龍郷(5)住用(1 )瀬戸内(1)

鹿児島(6)名瀬(3)笠利(18)龍郷(4)瀬戸内(1)その他(7)

鹿児島(3)屋久島(1)

繍(5)釧(1)瀬戸内(2)喜界(1)鮫島(1)鰯(1)与論(1)

名瀬(2)笠利町(1)喜界町(1)鹿児島市(3)

-11-



3. 2. 2 移動大島紬技術指導センター

開催日 開催場所 指導件数 指導内容等(担当職員)

第 1回 鹿児島市 13 -泥落ち(返品)処理について

H8.5.24- (本場大島紬織物協同組合) -原料糸について

5.25 -泥染め移染防止について

-ジャカード締めについて

-紋織りについて

(恵原，福山，向吉，※操)

第2回 鹿児島市 51 -草木染めの染色竪ろう度について

H8.9.18- (本場大島紬織物協同組合) -大島紬の風合加工について

9.19 -経糸張力について

'CADシステムカラー調整について

-織機の調整法について

(富山，恵川，※操)

第3回 鹿児島市 27 -染料の染色堅ろう度及び溶解方法について

H9.1.22- (本場大島紬織物協同組合) -色大島紬の風合い改良について
u 

1.23 . 18算大島紬の織物設計について

-泥染大島紬の色落ち防止処理法について

-染色排水処理法について

(押川，仁科，※操)

第4回 鹿児島市 8 -屋久島に自生する植物の利用について

H9.2.17- (本場大島紬織物協同組合) -ジャカードを利用した織物設計について

2.20 屋久島 -泥染染色の補正について

(屋久島総合センター) -草木染色について

(事制11，仁科)

※は鹿児島県工業技術センター職員

3. 2. 3 技術アドバイザ一指導事業

指導企業名
指導 指 導

主要指導事現
指導チーム

地 区 日数 アドバイザー 職 員 名
) 

川畑織物工場 与論 4 製織技術 岸田文司 向吉郁朗

貞染色工場 名瀬 4 染色加工技術 赤塚嘉寛 西決造

瀬戸内町大島紬協同組合 瀬戸内 4 染色技術 赤塚嘉寛 西決造

染色工場

有村絹織物(株) 名瀬 4 染色加工技術 染川弘光 山下宜良

ニ興商事(株) 龍郷 4 織物設計・製織技術 丸山米子 富山晃次

大島紬技能養成所 瀬戸内 4 製織技術 岩崎ミフ子 押川文隆

大島紬織工養成所 徳之島 4 製織技術 岩崎ミフ子

(有)山口織物工場 名瀬 4 製織技術 円山米子

(株)都成織物 名瀬 4 製織技術 円山米子 平田清和

麓紬工場 喜界 2 製織技術 岩崎ミフ子 平田清和

植田染織工芸 笠利 4 デザイン ニ坂基文 恵原・徳永

藤村染織工房 名瀬 4 デザイン 松岡端代 徳永嘉美

一12-



3. 2. 4 技術指導・相談等の主な内容

く機織研究室>

依頼内容

原料絹糸の物性試験

紋織物の製織

泥染め絹糸の毛羽立ち

処 理 結 果

強度，伸度，繊度等の測定を行った。その結果は，製品の織物設計

に活用された。

無地紋織の織指導を行い，振り袖や小物が作成された。

正常部と毛羽部分の強伸度比較と電子顕微鏡写真観察から状態を

分析し，発生原因を推測して今後の対応策を指導した。

L くデザイン研究室>

) 

依頼内容

小柄について

付けさげ柄設計，図案作成について

く染色化学研究室〉

依頼内容

泥染紬の色落ちについて

芭蕉糸の毛羽伏せ処理

処理結果

緋配列，織物設計，パターン作成等を指導した。

構図，織物設計，画像処理システム利用によるデザイン作成を指導

した。

処理結果

平成7年度の研究成果から，助弗lを使用して泥染製品に助斉IJ処理を

施して，色落ちを防止した。

染色糸の毛羽伏せをこんにゃく糊とその不溶化処理により毛羽伏せ

を行った結果，大幅な改善が図れた。

シャリンパイの幹および枝中のタンニン|林業試験場(龍郷町駐在)の協力により，シャリンパイの幹および

量の年間変動について |校中のタンニン量の年間変動について調査した。

琉球藍染の発酵建てについて 藍がめの上澄が茶色で，少し腐敗臭がしていたため， pHを上げる

よう指示し，藍が建つようになった。
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3. 3 研究会，講習会の開催

3. 3. 1 研究会

( 1 )色明彩研究会

会 長.窪島弘二 担当室:染色化学研究室 担当職員.山下宜良

開催日 実施場所 内 容

5. 13 紬センター 新年度研究会活動内容の打ち合せ及び色見本作成の進捗状況

5.22 紬センター PL法対策とPL保険関係の勉強会

6. 13 紬センター CCM応用による浸染処方の摺り込み染色への展開方法についての勉強会

7.11 紬センヲー 図案における柄，色の展開法についての勉強会

9. 12 紬センター 泥染め等，染色工程での毛羽対策法についての勉強会

11. 16 紬センター 図案における柄，色の展開法についての勉強会

12. 13 紬センター 勉強会のテーマ作成打ち合せ

1. 23 紬センター 色見本作成

2. 13 紬センタ} 色見本作成

3.13 紬センター 色見本作成

( 2) '95奄美異業種交流プラザ「ユイクラブJ

会 長:越間誠 担当室:デザイン研究室 担当職員:恵原要

開催日 実施場所 内 々~ヨ，ー

5.15 紬センター 意見交換，その他

6.27 紬センター 情報交換，テー7 提案，役員改正

7.25 紬センター 情報交換，テーマ提案，講演「分かりやすい著作権などの話J

奄美観光ホテル:喜入智章

9.6 笠利町 見学会「奄美の特性を生かした植物園事業の展開」

会員発表 里山植物園:藤井勇夫

9. 26 紬センクー 「ユイクラブ事業」のテーマ設定，意見交換

10.24 紬センヂー 「黒糖，サトウキピによる新商品開発」

11. 21 紬センター 「黒糖による新商品開発J 薬用効果のある奄美の植物や，果汁等を混入し

た「のど飴j 的な商品の開発

12.13 名瀬市 「黒糖による新商品開発j 進捗状況発表 (18:00-19:00)

(1mト村)

1. 29 紬センター 「黒糖による新商品開発」ー薬用効呆のある奄美の植物や，呆汁等を混入し

た『のど飴J的な商品の開発ー

会員発表「ユイクラブへの提言J元 野 景 ー

2.26 紬センター 講演「観光農園をめざしてJ講師対喜貞一(育英社社長) ，意見交換，

「黒糖による新商品開発」これまでの経緯と今後の計画
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( 3 )笠利町デザイン研究会

会 長:植 田正輝 担当室:デザイン研究室 担当職員:徳永嘉美

開催日|実施場所
制、
命ゴー内 参加者数

4.10 I笠利町役場|亀甲産地振興における大島紬技術指導センターの支援策

5.14 I笠利町役場|鹿児島さつま工芸会及び異業種交流の活動事例
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研究会の方針について，交換会

リサイクノレにおける和紙の作り方，交換会

沖縄研修の計画，交換会

沖縄で活躍している染織作家を訪ね，その技法，販売方法等意見交換

ハヨ

n
O

戸
内

υ

4
‘

n
h
v
n
u
u

ー

a

U

F

O

Q

d

内

O

F

U

n

O

R

U

F

h

v

R

V

作。

~ 

会員企業 lふるさと特産品フェア出展大島紬小物の製造方法の検討，交換会

農村環境姉t~j-I 大島紬及び大島紬加工技術を応用した新製品の開発

ふるさと特産品フェア及び東京ぽっかり市への出品計画，交換会

「和装サミ y ト・イン奄美」会場で他産地の製品及び製造技法等の検討

町産業祭におけるデザイン研究会開発作品のプレゼンテーション

一年間反省，試作計画，交換会

試作分担計画

自由討議

「融合/バリアーフリーJ r企業戦略としてのユニバーサノレデザインJ r映

画製作とデザインj 綾町:手紡ぎ工房秋山氏都城市:薩摩緋の製造方法とギ

ャラリー方式，提案方法

3.11 I ì紬セン~-I rアメリカから見たキモノ文化」和田良子カルフオノレエア大教授

3.13 I笠利町役場|織組織等，質疑応答

~141 紬センター I r世界のテキスタイルとコンピュークによる織物組織の設計J

8.17 

10.9 

10. 19 

11. 16 

11. 23 

12.21 
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3. 3. 2 講習会

開催日 実施場所 内 容 参加者数

7.2 紬センター 絹の染色性を向上する化学加工 28 

10.8 紬センヂー 「大島紬及び奄美産植物の工芸的利用J 12 

10.22 紬センター 地域人材不足対策技術開発事業

成果普及講習会一大島紬のデザイン・緋締め工程のシステム化研究 31 

10.24 鹿児島市 地域人材不足対策技術開発事業

成果普及講習会一大島紬のデザイン・緋締め工程のシステム化研究ー 34 

3. 7 紬センタ} 繊維類の樹脂加工について 24 

3.11 紬センター 「アメリカから見たキモノ文化J和田良子カルフオノレニア大教授 22 
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3. 4 技術情報提供業務

3. 4. 1 刊行物

刊 行物名

平成 6年度

研究成果発表会予稿集

平成7年度 鹿児島県大島紬技術指導

センター業務報告書

紬技術情報 No.61~62 

地域人材不足対策技術開発事業

成果普及講習会テキスト

わたしたちの大島紬

3.4.2 技術情報検索

(1)JOIS 

内 H廿6 発 予j

平成6年度研究成果発表会の概要 年 1回くA4版>

平成7年度試験研究技術指導等の業務実績 年 l固くA4版〉

平成7年度研究成果報告

年2回くA4版〉

大島紬のデザイン・緋締め工程のシステム化研 年 1回くA4版〉

究(平成 6 年度~8 年度)

大島紬の入門書 くA4版〉再版

JOISは，日本科学技術情報センター (JICST)が作成する科学技術全分野の総合文献データベースであ

る。 JOISを利用してセンター内外に科学技術の情報を提供している。

外部の方の利用は有料となる(要予約)。

3. 5 人材育成

3. 5. 1 講師の派遣

派遣職員名 期 日 講習会等の名称

仁科勝海 H8.8.9 大島紬染色加工研究会

(鹿児島ハイてく研究会)

富山晃次 H8.9.18 大島紬染色加工研究会

恵川美智子 (鹿児島ハイてく研究会)

仁科勝海 H8. 10. 23 県立奄美高等学校

恵原要 (職業教育推進事業)

仁科勝海 H9.2.18 草木染講習会

(環境庁屋久島世界遺産センター)

仁科勝海 H9.2.24 大島紬染色加工研究会

(鹿児島ハイてく研究会)
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指 導 技 術 地区名 人数

本場大島紬の現状と今後の課題 鹿児島 14 

大島紬デザイン・噌好イメージ調 鹿児島 10 

査，紋緋について

本場大島紬と泥染め染色について 名 瀬 50 

大島紬の製造とデザインについて 名 瀬 50 

草木染色のいろいろ 屋久島 62 

本場大島紬の品質改善と関連染織 鹿児島 15 

製品の開発

u 

v 
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3. 5. 2 審査員の派遣

職員名 期 日 審査会等の名称

山田式典 H8.4.9 朔けあまみ製品コンテスト

山図式典 H8.7.25 大島紬原図コンテスト

押川文隆 H9. 2. 14 第23回龍郷町産業文化祭

仁科勝海

3. 5. 3 研修生の受入

(1)伝習生の養成状況

内 宅'flI.・

H7.7大島紬原図コン入

賞作，製品化品の審査

大島紬原図の審査

大島紬の審査

大島紬の専門的知識と技術を習得させ，中堅技術者となるべき後継者を養成する。

氏 名 期 間 養成科 目

岩崎貴海 H8. 4~H9. 3 デザイン科

科 別 指 導 事 項

地区名 依 頼 先

名瀬 (財)奄美群島地域

産業振興基金協会

名瀬 (財)奄美群島地域

産業振興基金協会

龍郷 龍郷町商工会

担 当 室

デザイン研究室

デザイン科|総合理論議義，基礎図案による模写，図案の構図と輪郭の取り方，図案の考案調製，図案の締め

加工の関係，図案と原図の関係

締加工科|総合理論講義，設計，糸操り，整経，糊張り，普通締加工，交替締加工，仕上加工，織付け，回

し締，ふかし締，袋締加工，民間実習

染色化学科|総合理論講義，合成染料による染色(地糸，緋，摺込，堅ろう度) ，シャリンパイ染色(地糸，

Lノ |緋)，植物染料染色，植物藍染色，抜染(色緋，泥藍緋)，民間実習

( 2 )その他研究生

氏 名 期 間 研修 内 d化1・b 担当部室

杉本有利子 H8. 6. 10~ 草木染色全般について 染色化学研究室

H9. 3. 31 

キャサリン・ H8. 7. 15~ 草木染色全般について 染色化学研究室

フィリップス(英) H8. 12. 31 

福原綾乃 H8. 12. 16~ 機織加工 機織研究室

H9.3.31 
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4 その他

4. 1 鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会議

技術革新の急速な進展に対応し，中小企業の技術向上方策に役立てるため，紬技術指導センクーの研究開発の推

進を図り，産業界及び学界の密接な連携のもとに，鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会議を設けてい

る。委員並びに会議開催は以下のとおりである。

氏 名 所 属

森重匡世 かごしまデザイン協議会

野崎妙子 (株)MBC学園

城間真由美 奄美ゴミ減量日サイクノレ推進協議会

J 11口 浩 成安造形短期大学

石窪奈穂美 消費生活アドバイザー

南 修郎 本場奄美大島紬協同組合

田中郷次 本場奄美大島紬協同組合

川畑村中 本場大島紬織物協同組合

山田忠憲 名瀬市産業振興部紬商工課

古市逸朗 鹿児島県商工労働部工業振興課

第 1回推進会議

開催日時:"8.6. 25(火)13:30-16:30

開催場所.大島紬技術指導センタ}

会議内容:

平成7年度事業経過と平成8年度事業概要

大島紬業界の現状，意見交換

-18ー

(任期:"8.4-"9.3)

役 職 備 考

会長

講師

教授

理事長 第 1回推進会議委員長

理事長 第2回推進会議委員長

理事長

課長

課長

第2回推進会議

開催日時:"9. 2. 9 (木)14:00-17:00 

開催場所:大島紬技術指導センター

会議内容:

平成8年度の事業経過と平成9年度事業概要

意見交換

v 

v 
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4. 2 研究交流推進事業
先端技術などの積極的な取り組みや研究開発能力の強化を図るため，高度な知識技能を有する研究者を招へいし，

または先進研究所へ研究員を派遣して，研究機能の充実を図ることを目的とする。

4. 2. 1 招へい研究

研究者氏名 招へい研究者の所属 研究テーマ 期 開 担当部室

塩崎英樹 神奈川県工芸技術センター 絹の染色性を向上する化学加工 H8. 7. 1- 染色化学研究室

7.3 

恵原佑光 100ワットスタジオ 大島紬及び大島紬加工技術を応用 H8.10.8- デザイン研究室

した新製品開発 10.9 

池田隆 住友化学工業(株) 樹脂加工に関する研究 H9. 3. 6- 染色化学研究室

機能材事業部 3.8 

水町真砂子 東京家政大学織物研究室 世界のテキスタイルとコンピュー H9. 3. 13- デザイン研究室

タによる織物組織の設計 3. 15 

4. 2. 2 派遣研究

研究者氏名 派遣研究先 研究テーマ 期間 担当部室

山下宜良 (株)エルム(加世田市) 自動摺込み染色装置の開発に伴う H9. 2.12- 染色化学研究室

画像処理技術等の自動化システム 3.11 

の精度に関する研究

今村順光 岐阜県紙業試験場試験研究部 『鹿児島・岐阜交流事業Jで開発 H9.2.10- 機織研究室

した奄美産植物を使った紙糸・紙 3. 7 

布生地の各種物性試験

4. 3 職員派遣研修

職員名 研 修 先 研 修 名 期 問

向吉郁朗 中小企業大学校東京校 先端技術1カ月コース(新材料)有機部門 H8. 11. 13-

12.10 

安藤義則 鹿児島県商工労働部商工政策課 一般行政研修 H8.7.11-

ふるさと特産係 10.9 
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4. 4 委員の委嘱

委員名(委嘱内容) 依頼機関

本場大島紬伝統工芸士認定産地委員会 (財)伝統工芸品産業振興協会

(伝統工芸士認定のための試験問題作成及び実技試験)

伝統的工芸品産業功労者褒賞本場大島紬産地選考委員会 鹿児島県本場大島紬協同組合連合

ι~ ミ

4. 5 各種会議・研究会・講習会への参加

く総務課〉

A冨0. 議 等 の 名 称 期 日 コdbEZ、 場

庶務担当課長会議 5.6-5.8 鹿児島

きものサミット，96京都 5.24-5.26 京都

物質工学連合会繊維部会総会 5.29-6.1 岐阜

平成8年度九州地方公設試験研究機関事務連絡会議 6.4-6.7 那覇

物質工学連合部会総会 7.3-7.4 筑波

岐阜・鹿児島技術交流推進会議 8. 1 紬セント

九州・沖縄地方工業技術連絡会議 8.6-8.8 博多

全国公設鉱工業試験研究機関事務連絡会議 9.11-9.14 大村(長崎)

平成8年度第66回九州地方公設試験研究機関事務連絡会議 10.2-10.5 別府

県試験研究機関研究成果発表会展示会 10.7-10.10 鹿児島

部出先機関庶務担当課長会議 10.30-10.31 鹿児島

シルクフェア 11. 6 横浜

岐阜・鹿児島技術交流成果発表展 11. 29-12. 1 名瀬

人材不足対策事業成果普及講習会 12.9 尽都

九州・沖縄地方工業技術連絡会議 12.17-12.20 熊本

岐阜・鹿児島技術交流成果発表展 1. 23-1. 24 鹿児島

技術開発研究費補助事業に係る第2回推進会議 2. 5 市由t/~】

岐阜・鹿児島技術交流成果発表展 2. 17 美濃(岐阜)

工業技術連絡会議 2. 18-2. 19 東尽

県議会常任委員会 3.12-3.14 鹿児島
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職員名

押川文隆

仁科勝海

冨山晃次

押川文隆

仁科勝海

u 

出席者

岡村

山田

山田

岡村・揮遁

山田

山田

山田

嘉原

岡村・津遺 にJ
嘉原

岡村

山田

岡村・嘉原

山田

山田

山田

山田・岡村

山田

山田

山田
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く機織研究室〉

ヨ左E込S 議 等 の 名 称 期 日 ~ 場 出席者

国際アパレノレマシンショー.96 5. 15~5. 16 大阪 市来

繊維産業機械展 5.17 福井 市来

J01S研修 5. 24~5. 25 隼人 市来

きものサミット.96京都 5. 24~5. 26 京都 福山

テキスタイノレ・カレッジ繊維基礎コース 5. 27~5. 31 大阪 平田

物質工学連合部会繊維部会総会 5. 29~6. 1 岐阜 押川

岐阜・鹿児島技術交流推進会議 6. 12~6. 14 美濃(岐阜) 押川・今村

UN1X講座研修(県頭脳センター主催) 6. 17~6. 21 国分 福山

全国繊維技術展，繊維部会デザイン分科会情報研究会 6. 19~6. 22 京都 恵川

奄美産資源を活用した和紙づくり講習会 6.21 大島宇宿 今村

九州・沖縄地方公設試験研究機関企画担当者会議 6. 26~6. 28 鳥栖 押川

県試験研究機関企画部会 7. 15~7. 17 務生 押川

平成8年度中・四国・九州地方部会技術専門委員会及び全国繊 7. 30~7， 31 福山(広島) 平田

維工業技術協会中・四国・九州支部会

岐阜・鹿児島技術交流推進会議 8.1 紬tント 押川・今村

岐阜・鹿児島研究交流成果発表会 9. 4~9. 8 高山(岐阜) 今村

県試験研究機関企画部会 9. 18 鹿児島 市来

県試験研究機関研究成果発表会・科学技術シンポジウム 10. 7 鹿児島 福山

県試験研究機関研究成果発表会・展示会 10. 7~10. 10 鹿児島 恵川

全国和装手織産地サミット 11. 15 名瀬 福山・市来

全国伝統工芸士展・伝統的工芸品産業の振興と地域づくりシン 11. 19~1 1. 22 別府 志川

ポジウム

岐阜・鹿児島技術交流成果発表展 1 1. 29~12.1 名瀬 押川・平田・
'‘ 福山・恵川・

市来

人材不足対策事業成果普及講習会 12.9 京都 市来

岐阜・鹿児島技術交流成果発表展 1. 21~ 1. 27 鹿児島 今村

技術開発研究費補助事業に係る第2回推進会議 2. 5 紬セント 押川・市来

平成8年度第2回県試験研究機関技術開発協議会企画部会 3. 25 鹿児島 市来
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くデザイン研究室〉

コ~ 議 等 の 名 称 期 日 dコil; 場 出席者

九州タフフトデザイン展 4.3-4.5 博多 恵原

鹿児島・岐阜交流展事務連絡会 5.21-5.21 蒲生 怠原・徳永

きものサミット， 96京都 5.27-5.30 尽都 冨山

繊維部会デザイン分科会情報研究会 6.19-6.21 京都 徳永

全国繊維技術展，繊維部会デザイン分科会情報研究会 6.19-6.21 ぷ都 恵原

CG入門講座 7.9-7.13 国分 富山

岐阜・鹿児島技術交流推進会議 8.1 紬tト 恵原・徳永

鹿児島デザイン協議会啓発委員会および和紙工芸展 8.5-8.6 靖生 恵原

鹿児島デザイン協議会啓発委員会および和紙工芸展 8.6-8.8 鹿児島 恵原

シルクフェア 11. 6 横浜 徳永

FUKUOKAデザインリーグ， 96 11. 13-11. 15 博多 恵原

全国和装手織産地サミット 11. 15 名瀬 富山

笠利町産業祭 11. 22-11. 23 笠利 徳永 υ 
岐阜・鹿児島技術交流成果発表展 11. 29-12.1 名瀬 恵原・冨山・

徳永

岐阜・鹿児島技術交流成果発表展 1. 21-1. 27 鹿児島 恵原・徳永

技術開発研究費補助事業に係る第2回推進会議 2.5 紬セント 恵原

かごしまデザインフェア・デザインセミナー 2.19-2.20 鹿児島 恵原・徳永

く染色化学研究室〉

会 議 等 の 名 称 期 日 会 場 出席者

平成8年度新規採用職員指導者研修会 4.15-4.16 鹿児島 山下

きものサミット'96京都 5.24-5.26 京都 仁科

全国繊維技術展，繊維部会デザイン分科会情報研究会 6.19-6.21 京都 西

平成8年度中・四国・九州地方部会及び全国繊維工業技術協会 7.30-7.31 福山(広島) 仁科

中・四国・九州支部会

岐阜・鹿児島技術交流推進会議 8.1 紬tント 仁科・西 ) 
大島紬染色加工研究会(鹿児島ハイてく研究会) 8.8 鹿児島市 仁科

岐阜・鹿児島研究交流成果発表会 9.3-9.5 両山(岐阜) 仁科

技術開発研究費補助事業に係る第 1回推進会議 10.2-10.4 ニ河 仁科・山下

県試験研究機関研究成果発表会・科学技術シンポジウム 10. 7 鹿児島 仁科

工業技術連絡会議物質工学連合部会繊維部会染色加工分科会 10.16-10.19 金沢 向吉

岐阜・鹿児島技術交流成果発表展 11.29-12.1 名瀬 仁科・西・

山下・安藤

製糸絹研究会第44回研究発表会 12.5-12.6 東京 仁科・山下

岐阜・鹿児島技術交流成果発表展 1. 22-1. 27 鹿児島 西

走査電子顕微鏡講習会 1. 26-2.1 昭島(東京) 安藤

技術開発研究費補助事業に係る第2回推進会議 2. 5 紬tント 仁科・商・

山下・向育・

安藤

岐阜・鹿児島技術交流成果発表展 2.17-2.20 美濃(岐阜) 西

大島紬染色加工研究会(鹿児島ハイてく研究会) 2. 24 紬tント 仁科
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4. 6 視察・見学者

見学者等数
月 主な企業・団体名等

県内 県外 海外 言十

4 (個人) 5 5 。 10 

5 (個人) 2 。 3 

6 湾小学校，大島支庁研修会 147 2 。149 

7 文教商工労働委員会行政視察 36 7 。 43 

8 (株)健勝苑，ゆらおう会 30 3 。 33 
¥_.. 

9 全日本みけし洗研精会，奄美小学校 176 16 。192 

10 住用小学校，小宿小学校，赤徳小学校 208 28 。236 

1 1 名瀬小学校，朝日小学校 281 5 。286 

1 2 (株)健勝苑，農林水産省農研センター 。 6 。 6 

1 大島工業高校，福岡県工技センター 41 6 。 47 

2 奄美幼稚園研修部，物質工学工業技術研究所 19 10 2 31 

3 (個人) 12 1 。 13 
'--./. 

計 957 90 2 1，049 
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大島紬のデザイン緋締め工程のシステム化に関する研究

大島紬のデザイン・緋締め工程のシステム化に関する研究
一平成6，......8年度地域人材不足対策技術開発事業ー

平田清和，福山秀久，恵、川美智子，今村順光，市来浩ー，富山晃次，山下宣良，押川文隆

近年の消費者ニーズの多様化と各種製品が氾濫する中で，伝統産業が活路を見いだすためには，これらに対

応できる新しい製品を生み出す技術開発が必要である。

この様な状況下で，新しい緋締め技術として平成 6，7年度に技術開発を行ったカードレスジャカード緋締

め機，コンビュータ・グラフィックス利用画像処理による緋締め工程のシステム化研究の技術移転を図るため

に平成8年度は，成果普及講習会と起業化技術指導を行った。研究のこれまでの成果と今後の計画について報

告する。

1 .はじめに

過去2年間の研究で，大島紬の織締め緋の製法に，

ジャカード織物製造技術を導入活用し，カードレス電

子ジャカードによる緋締め技法の開発を行い大島紬緋

締め用システムが構築出来た。

今回の緋締めカードレス化技術は新しい製品開発に

対する大きな期待が寄せられており，もっと積極的に

取り組む必要がある。そのために業界への成果普及講

習会と起業化技術指導を行った。

今年度も本研究は地域技術活性化のー環として中小

企業庁の補助事業により実施した。

2.システムの概要

2.1 画像処理機能

(1)ハードウェア構成

画像処理本体(タイ7":GDI200) 

モニタ (グラ7イツク用20イげ， ゴンリール用14インチ)

ねトJYt。ユータ(タイ7": LUNA88K2) 

モニタ (コント)f用16インチ)

入出力装置(7)fカラー7。リンヲ:A935)

カラー7。リYヲ(10-735) 等

(2)ソフトウェア構成

入力

下絵読取

(1.通常柄入力 2.着物縮尺柄入力)

編集

緋デザイン作成

作図用 1.輪郭線取 2.緋詰め 3.緋描画

4.緋消去 5.緋選択 6.緋登録

25 

設定用 1.着物レイアウト作成 2.反物レイアウト作成

3.レイアウト登録

緋シミユレーショY作成 1.条件設定 2. )¥0ト討設定

3.登録

餅締めデータ作成 1.経緋編集 2.緯緋編集

3.緋締めCGSγャトトや用ヂイ変換

出力

緋デザイン印刷 1.意匠図印刷 2.縮小印刷

緋シミヱトショY印刷 1.用紙設定 2.サィr設定

3.カラーコヒ。』印刷j

CGS7U火。ーデ、ータ出力

2.2 電子ジャカード緋締め機機能

(1)ジャカード規格

開口方式単動中口平行開口

(ヲィア:ELJ-S-4，032)

口 数 4.032口

(総針数4.032本 32JiJ x 126行)

回転数 60rpm

(2)コントローラ仕様

適合データ CGSシングル， CGSマルチ

表示部 9インチり知モニター

記憶装置 40MBHDD 3.5インチ1FDD

(3)緋締め機仕様

駆動法:空圧方式

簸密度・簸幅:

20.7算(854羽)/41.3cm

(15.5算640羽 :91腕力以越，割込式用 ;4~B1筒)

18.7算(774羽)/41.4cm

(14算580羽:91)持経緋用;4羽1問)
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15.5算(640羽)/41.3cm

14算580羽/41.3cm (7<)内用;4羽1間)

j]" J.糸総本数:6，444本

( 1通じ 1本吊り， 1通じ 3本吊り)

通じ用目板:1号 55穴タイア(1枚使用)

3.システムの運用，試作内容，検討点

3.1運用，基本作業工程の流れ

下記に今回の作業の流れを示す。

3.2 i式作品

着物レイアウト作成
GD1200 

反物レイアウト作成
GD1200 

意匠図アリYト
カラー7。リンタ

1反分縮小7。リYト
カラー7。リYタ

枠上:処理機能
下:操作機器

15.5算製品 (9;，)時変化締め併用柄，割込式古典柄，

7;')件付けさげ柄)の試作を行った。

3.3検討点

緋締め機稼働条件の設定とコスト試算

緋建の染色性と加工性の改善

ジャカード仕様の検討(口数，針使い等)

起業化普及の検討と研究会の設置

4 成果普及講習会，起業化技術指導の実施

4.1成果普及講習会 ( 2回実施)

平成B年 10月 22日

(奄美地区会場:当センター)

平成B年 10月24日

(鹿児島地区 会場:本場大島紬織物協同組合)

4.2起業化技術指導 (7回実施)

(奄美地区 4企業)

(鹿児島地区 3企業)

5.まとめ

今回の研究では，カードレスジャカード技術を緋締

め工程に応用していくことを最重要課題として進めて〆¥

きたために，ジャカードの標準的なCGS方式を基本とし』〆

て一連のシステム構築を行った。

その結果，平成6年度から 7年度の研究開発で，緋

デザインから緋締めまでの柄データについて一連の電

子データ化が可能となり，試作品の製品化によって再

現性のある作業データ活用を実証できた。

平成8年度は， 2年間の成果を基に，奄美，鹿児島

商産地での普及講習会や起業化技術指導などを行い，

システムの利用法や改良点など実用化への課題の解決

を図ってきた。

平成9年度以降もカードレスジャカード緋締め技術

の研究は進めていく予定であり，緋締め研究会の発足

等も行いながら，更に使いやすいシステム構築を目指

し，新製品開発に寄与する技術基盤として位置づけてリ

いきたい。

参考文献

1 )平田清和ら，鹿児島県大島紬技術指導センター業

務報告書 P28(1995)

2)平田清和ら;鹿児島県大島紬技術指導センター業

務報告書 PI3(1996)

3)富山晃次ら;鹿児島県大島紬技術指導センター業

務報告書 P37(1996) 
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大島紬の耐久性向上の研究

大島紬の耐久性向上の研究
一原料糸調査・泥染め染色糸物性試験ー

平田清和，市来浩一，押川文隆

大島紬はこれまで緋の精鰍さや泥染めに代表されるカジュアルなきものとして位置づけられているが，糸素

材から織物までの物性をとらえた研究は少ない。昨今のPL法の実施等製造者の製造物責任が関われる中で，

大島紬のクレーム相談等もかなりの数があり，素材の物性に係わる問題も見受けられるので，昨年に引き続き

市販原料糸の調査を行った。

また，和装以外の展開も含めて大島紬の用途拡大等を考慮する際には，実用性能面での改善が必要であり，

同一条件での泥染め染色を行い，ロット別の変化を調べ，素材情報として糸物性データの蓄積を行った。

1ーはじめに

o 昨年度に引き続き，県内(奄美地区，鹿児島地区)

の大島紬用原料糸について，各販売庖からの提供もし

くは買い入れにより 121点の試料糸を入手し，糸物性各

種試験を行った。

試験機器:万能引張試験機 (オリエンテック社)

測定方法:定速伸長方式

調~定条件:試験回数 ;30回試料長;100mm 

引張速度;2∞mm/min

荷重^'H~; 1，∞Og(5，000gx20%) 

υ 

さらに，織物素材の基本性能のデータベース構築の

一環として，糸種による泥染め染色での物性変化を検

討するため，主要販売庖から泥染め周目付糸を入手し，

同一条件で染色を行い，未染色糸との各物性の比較を

行った。

2.原料糸試験方法

2.1試験糸の入手先

奄美地区 7庖

(自絹糸70点染色糸36点ガス綿糸 l点)

鹿児島地区 3庖

(白絹糸10点染色糸 4点) 全合計121点

2.2試験項目と試験測定条件

繊度(単位 d;デコーM

試験機器:繊度調.IJ定機 DC-ll(サーチ社)

測定方法:トト}¥"ィ7"D法

測定条件:試験回数;30図 試料長;50mm

荷重ウエイト;7.0g

撚数(単位 T/m)

試験機器:検撚機 (グイ工イ科学精機製作所)

測定方法:解撚法

測定条件:試験回数;30回 試料長;500mm

荷重ウエイト;14. Og 

強力，伸度(単位 gf，%)
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その他 1総の重量，合糸本数，強度，換算 1総

長，目付閲差:上記3試験に付随して測定，各項目

の組合せ計算により算出。

2.3泥染め染色糸物性比較試験

試料糸目付 8.0，8.5匁付(緯糸)

8.2，8.5匁付(経糸)

泥染め染色条件

通常の地糸染色法(シャリ/1¥"イ液30回，熱液 5回

石灰処理10回，田泥4回)

試験糸入手先奄美，鹿児島の3販売庖

試験項目は上記の2.2項に準じて行った。

3.試験結果

糸種毎の全集計結果を表2に，個別の糸の全試験結

果は表4に示す。

3.1目付開差(表示目付と実測目付の開き)

表1に目付閲差比較の結果を示す。

目付の関差は土問以内が68.7%，土10%以内では91.2

% ，平成 7年度62.5%，95.8%とほぼ同傾向で，また目付

より細めになりがちな傾向は，全体の91.2%となり従来

とほぼ同様であった。
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表 l 目付開差比較

、~ ー10% 10 -6 ー2 +2 +6 10% ~ ~ ~ ~ ~ 
以下 6 -2 +2 +6 +10 以上

経 10.5 18.4 36.9 23.7 10.5 。。
緯 7.1 26.2 47.7 11.9 7.1 。。
全体 8.8 22.5 42.4 17.5 8.8 。。
H7調査曙 4.2 33.3 44.4 15.3 2.8 。。
3.2撚数

今回は，白糸で経糸平均336T/m，緯糸平均152T/mと

なり，平成7年度の経糸平均322T/m，緯糸平均149T/m

とさほど変わらないが，個別のデータでは各社による

バラツキはあるので使用の場合は注意が必要である。

3.3強力・強度

実担.~目付と経糸強力，緯糸強力の関係はほぼ直線的

な関係が今回も見られた。しかし，強力と実担~目付と

は，経糸で0.86，緯糸が0.93の相関係数となり，昨年

の経糸0.82，緯糸0.92とほぼ同様であった。

強度では特に大きな変化は今回も見られなかった。

この様に最大切断時は問題が少ないので，今後は切

断までの過程を考慮していく必要があると思われる。

3.4伸度

昨年同様に，伸度は，糸種によるバラツキが大きい

が，極端に弱いものはなく 20%以下は少なかった。

3.5換算 1総畏

基準の2，500mに満たないものが若干有り，整経時に

は注意が必要である。

u 
表2 糸物性試験まとめ

糸種
経・緯 試料数 項 目 撚(T/m数) 強(gf力) 伸(耳)度 強(gf/度d) 喚算(m)1総長

平均 336.31 625.90 24.71 5.21 2608.17 

白 経 38 最大値 387.43 749.22 29.86 5.72 2875.03 

車間 最小値 290.87 461. 73 18.73 4.51 2385.54 

糸 平 均 152.26 621.81 24.48 5.21 2597.35 

緯 42 最大値 190.00 770.10 27.42 5.67 2787.39 

最小値 114.27 486.63 20.51 4.75 2467.20 

平 均 340.09 520.57 20.09 3.43 2623.93 

泥 経 1 1 最大値 366.53 590.10 22.65 3.59 2793.89 

染 最小値 307.70 467.78 16.69 3.19 2537.09 

糸 平 均 154.75 487.29 19.38 3.29 2582.88 

緯 1 6 最大値 198.63 576.03 22.29 3.77 2783.01 u 
最小値 125.40 404.15 16.97 2.73 2411. 71 

カ 平 均 329.75 473.88 18.75 3.22 2665.24 

ヅ 経 5 最大値 360.43 533.90 20.72 3.37 2859.30 

チ 最小値 296.87 440.07 15.71 3.10 2570.53 

染 平 均 150.28 461.53 18.19 3.38 2592.65 

糸 緯 6 最大値 167.07 510.20 19.91 3.55 2718.42 

最小値 126.53 432.50 16.62 3.14 2244.39 

注.草木染め及び力。1綿糸については試料数が少ないため集計せず

3.6 i尼染め染色糸物性比較試験結果

表 3に泥染め染色前後の繊度，強イ申度の結果を示す。

泥染め染色における糸物性の影響について，過去の

研究結果等では染色後には強力の減少が約10%，{I申度の
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減少が約20%，地糸での増量は標準的な場合約40%とい

うことが言われている。

今回，糸種やロット別の影響を調べるため，同一条

件での泥染め染色を行い，同一ロット聞で染色前後の
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それぞれの糸を比較した。

その結果，増量は平均で約40%でほぼ一般的な傾向を

示していた。しかし，強力の場合は平均で5%程の減少，

8.2匁の経糸では染色前とほとんど変わらないするケー

スもあった。伸度は約15%の減少であったが，白糸よ

り泥染め糸でのバラツキが少なく，ロット聞や各販売

庖の差もあまり見られないので同一浴で染色を行った

ためだと考えられる。

今回の結果では従来の定説より変化が少ないことと

なったが，工程聞での強伸度減少が小さいことは最終

織物製品の品質にも好ましいことだと考えられる。

しかしながら，泥染め技術，糸質の面で従来と変化

が生じた結果なのか不明な点もあるので，経時変イb等

も踏まえ検討が必要である。

表3 泥染め染色糸物性比較

糸種 后 織 度 (d) g量 力 (gf) 伸 度(%) 強度 (gf/d)

lJU 車線腕 ま品事 車線跡 ま品事 車 E車曲車 古品事 自車 耳東自車 ま血事

8.0匁付 A 107.27 153.17 142.79 544.55 532.45 97.78 24.23 22.47 92.74 5.08 3.48 68.50 

緯糸 B 97.21 141. 67 145.74 530.02 501.45 94.61 27.02 22.90 84.75 5.45 3.54 64.95 

C 102.65 140.22 136.60 526.36 513.78 97.61 22.07 21.16 95.88 5.13 3.67 71.54 

8.5匁付 A 111.64 152.90 136.96 582.90 551.23 94.57 24.37 20.23 83.01 5.22 3.61 69.16 

緯糸 B 107.59 155.04 144.10 576.59 541.37 93.89 26.20 22.42 85.57 5.36 3.49 65.11 

C 111. 84 156.07 139.55 612.88 575.62 93.92 24.55 21. 76 88.64 5.48 3.69 67.34 

8.2匁付 A 105.21 147.92 140.60 513.82 520.49 101. 30 22.38 20.76 92.76 4.89 3.52 71.98 

経糸 B 106.70 146.90 137.68 558.67 511.77 91.61 27.65 ' 21.60 78.12 5.24 3.49 66.60 

C 106.39 148.38 139.47 579.81 541. 80 93.44 24.68 21.84 88.49 5.45 3.66 67.16 

8.5匁付 A 111.72 155.41 139.11 564.69 547.45 96.95 22.66 20.64 91.09 5.06 3.52 69.57 

経糸 B 109.60 153.84 140.36 590.28 530.31 89.84 28.08 21.02 74.86 5.39 3.45 64.01 

C 111. 38 156.07 140.12 625.92 575.62 91.96 26.05 21. 76 83.53 5.62 3.69 日5.66

平均値 107.43 150.63 140.26 567.21 536.95 94.79 25.00 21.55 86.62 5.28 3.57 67.63 

最大値 111. 84 156.07 145.74 625.92 575.62 101.30 28.08 22.90 95.88 5.62 3.69 71.98 

最小値 97.21 140.22 136.60 513.82 501.45 89.84 22.07 20.23 74.86 4.89 3.45 64.01 

注.変化率はそれぞれ対応する染色糸と未染色糸のロットから算出，染色糸/未染色糸(%)

にJ 4 まとめ 測定データを，直接表計算ソフト等で読み込みパソコ

ンでの編集加工を行った。その結果，再入力の手聞を

省き，誤入力の防止と統計計算やデータ解析に大きな

威力を発揮できた。

今年度は，原料糸への泥染め染色の影響を検討する

為ロット別糸を同時染色しそれぞれの物性変化を調べ

た。その結果従来より強伸度の減少が小さいことがわ

かった。

市販原料糸の調査結果では各項目とも昨年度とほぼ

同様な傾向であった。しかし，業界からの問い合わせ

相談も数多いのでデータを活用して行きたい。

また，糸物性試験の測定データ処理で，従来は別々

に入力処理を行っていた繊度測定機と号l張試験機での
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なお，試験糸を快く提供頂きました販売庖へ感謝申

し上げます。
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表4 平成8年度市販原料糸調査集計表

NO. 社名 表示目付 剣目11線 車色 1語重量 繊度 撚数 官級 強力 イ申度 強度 換算1組員 備考

(鮒) (gI1) (gi1) (g) (d) (T/m) (本) (gf) (%) (gf/d) (m) 

11A-01 7.50 28.13 28.02 タテ 白 29.04 100.86 290.9 5 461. 73 19.09 4.58 2591.11 
21A-02 7.50 28.13 27.99 ヨコ 白 28.36 100.77 137.9 5 489.12 22.27 4.85 2532.45 
31A-03 8.00 30.00 28.70 ヲテ 白 29.64 103.31 337.0 5 522.60 22.45 5.06 2582.48 
41A-04 8.00 30.00 30.40 ヨコ 白 30.90 109.44 145.6 5 526.22 23.68 4.81 2540.64 
51A-05 8.20 30.75 29.39 タテ 白 29.34 105.81 334.2 5 504.87 23.00 4.77 2495.53 
61A-06 8.20 30.75 29.03 ヨョ 白 30.07 104.52 151.0 5 499.42 21.46 4.78 2589.03 
71A-07 8.50 31.88 32.08 タテ 自 32.81 115.50 329.9 6 595.90 26.10 5.16 2556.69 
81A-08 8.50 31. 88 31. 79 ヨコ 白 33.03 114.45 146.6 6 573.38 22.80 5.01 2597.29 
91A四 09 8.80 33.00 31.04 タテ 白 33.03 111. 76 291.8 B 578.07 22.51 5.17 2659.98 
10 A-l0 8.80 33.00 31.88 ヨョ 白 33.11 114.77 145.3 6 632.30 25.88 5.51 2596.73 
11 A司 11 9.00 33.75 31.17 タテ 白 33.58 112.22 312.6 6 572.70 23.99 5.10 2692.87 
12 A-12 9.00 33.75 32.91 ヨコ 自 34.49 118.47 133.6 7 586.53 23.96 4.95 2619.94 
13 A-13 9.20 34.50 32.11 タテ 白 34.38 115.61 321.0 日 583.20 25.06 5.04 2676.57 
14 A-33 9.20 34.50 32.98 ヨコ 白 33.98 118.74 143.1 6 609.73 24.37 5.14 2575.78 
15 A-14 9.50 35.63 36.91 ヲテ 白 36.93 132.87 329.7 6 710.73 28.29 5.35 2501.19 
16 A-15 9.50 35.63 33.69 ヨコ 白 34.74 121. 30 140.5 6 640.75 24.54 5.28 2577.86 

u 
17 A-16 9.80 36.75 36.18 タテ 白 37.89 130.24 332.1 7 587.30 18.73 4.51 2618.19 
18 A-17 9.80 36.75 37.30 ヨコ 白 37.35 134.29 143.7 7 670.22 22.61 4.99 2503.15 
19 A-18 10.00 37.50 35.51 ヲテ 白 36.64 127.83 315.9 7 642.80 22.66 5.03 2579.47 
20 A-19 10.00 37.50 35.93 ヨコ 白 37.44 129.36 145.3 7 694.72 26.66 5.37 2604.76 
21 A-20 10.50 39.38 37.95 タテ 自 39.30 136.63 332.5 7 683.02 22.02 5.00 2589.01 
22 A-21 10.50 39.38 38.87 ヨコ 白 39.44 139.92 145.1 7 738.12 26.40 5.28 2537.14 
23 A-22 11.00 41.25 39.05 タテ 白 42.25 140.57 325.4 7 672.68 19.55 4.79 2705.24 
24 A-23 11.00 41.25 40.10 ヨコ 白 41.18 144.34 145.5 6 770.10 25.54 5.34 2567.63 
25 A-24 12.00 45.00 41.67 ヨコ 白 44.13 150.01 153.4 8 747.90 22.80 4.99 2647.32 
26 A-25 7.50 28.13 40.42 ヨョ 泥染 40.79 145.51 138.2 5 473.97 18.40 3.26 2523.16 
27 A-26 8.00 30.00 39.66 ヨコ 泥染 40.55 142.77 145.9 5 483.87 21. 74 3.39 2556.40 
28 A-27 8.20 30.75 40.82 タテ 泥染 41.66 146.94 307.7 5 493.30 20.88 3.36 2551.47 
29 A-28 8.50 31. 88 43.52 ヨョ 泥染 44.61 156.68 136.3 日 534.75 18.84 3.41 2562.31 
30 A-29 8.80 33.00 44.21 ヲテ 泥染 47.06 159.16 327.1 日 549.20 19.22 3.45 2661.16 
31 A-30 8.80 33.00 52.24 ヨコ 泥染 50.39 188.06 142.5 6 513.53 17.04 2.73 2411. 71 
32 A-31 9.20'34.50 48.99 ヨコ 泥染 51.05 176.35 140.9 6 513.82 16.97 2.91 2605.08 
33 A-32 !J"J.綿糸80番 白 207.4 136.10 998.8 2 541.97 6.42 3.98 

34 B-01 9.20 34.50 34.21 タテ 白 34.94 123.14 312.6 5 629.25 23.96 5.11 2553.84 
35 B-02 9.20 34.50 31. 75 ヨコ 白 34.09 114.30 137.9 5 622.43 24.76 5.45 2683.87 u 
36 C-01 8.50 31.88 31. 54 タテ 白 33. 10 113.54 308.6 5 587.62 23.95 5.18 2623.73 
37 C-02 8.50 31.88 32.54 ヨコ 白 32.45 117.13 144.4 6 556.58 22.61 4.75 2493.23 
38 C-03 9.20 34.50 32.77 タテ 白 33.84 117.96 311. 7 5 602.97 22.44 5.11 2582.06 
39 C-04 9.20 34.50 32.42 ヨコ 白 34.21 116.70 141. 7 6 637.57 22.82 5.46 2638.38 
40 C-05 9.50 35.63 35.08 タテ 白 37.22 126.27 332.2 日 694.60 25.33 5.50 2653.10 
41 C-06 9.50 35.63 33.72 ヨョ 白 35.51 121. 39 123.7 日 616.20 22.58 5.08 2633.05 
42 C-07 10.00 37.50 38.67 タテ 自 40.01 139.20 318.1 日 715.08 23.93 5.14 2587.05 
43 C-08 10.00 37.50 36.73 ヨコ 白 39.56 132.24 154.9 6 675.70 22.96 5.11 2692.64 
44 C-09 8.00 30.00 38.98 ヨコ 泥染 40.93 140.32 149.9 5 444.47 17.15 3.17 2625.41 
45 C-10 8.20 30.75 39.96 ヲテ 泥染 42.41 143.87 323.8 5 499.78 19.28 3.47 2653.27 
46 C-11 8.20 30.75 41.81 ヨコ カッチチ車東 45.46 150.51 148.6 5 510.20 17.01 3.39 2718.42 
47 C-12 8.50 31.88 47.77 タテ カッ 49.12 171. 97 296.9 5 533.90 15.71 3.10 2570.53 

48 0-01 7.50 28.13 25.76 ヨコ 白 27.55 92.73 169.6 5 486.63 26.54 5.25 2673.89 
49 0-02 8.00 30.00 26.96 ヨョ 白 28.97 97.06 157.6 5 527.98 27.03 5.44 2686.00 
50 0-03 8.10 30.38 28.51 ヨコ 白 28.16 102.65 150.6 5 532.17 25.60 5.18 2468.88 
51 0-04 8.20 30.75 26.65 タテ 白 30.65 95.95 345.7 5 536.97 27.30 5.60 2875.03 
52 0-05 8.20 30.75 28.89 ヨコ 自 30.52 103.99 169.9 5 575.57 25.72 5.53 2641.41 
53 0-06 8.50 31.88 31.32 タテ 白 31. 30 112.75 340.9 5 591. 75 28.10 5.25 2498.62 
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表4 平成8年度市販原料糸調査集計表

NO. 社名 表示目付 剣目村 軍車 知 l組誼 織度 撚数 合繍 強力 イ申度 強度 換算1組員 備考

(鮒) (gl1) (gf1) (g) (d) (T/m) (本) (gf) (%) (gf/d) (m) 

54 0-07 8.50 31.88 31.08 ヨコ 白 30.87 111.89 174.3 5 562.75 25.39 5.03 2483.16 
55 0-08 8.80 33.00 30.28 タテ 白 31.55 109.00 363.3 7 565.22 26.93 5.19 2605.21 
56 0-09 8.80 33.00 31.55 ヨコ 白 32.85 113.58 159.7 日 602.47 25.78 5.30 2602.77 
57 0-10 9.20 34.50 32.60 タデ 白 34.97 117.36 352.9 6 655.30 27.77 5.57 2681. 97 
58 0-11 9.20 34.50 31.04 ヨコ 白 33.26 111. 74 146.7 6 588.43 26.59 5.27 2679.13 
59 0-12 9.50 35.63 33.06 タテ 白 34.48 119.03 351. 7 7 680.92 29.77 5.72 2606.70 
60 0-13 9.50 35.63 32.22 ヨコ 自 35.12 115.99 173.2 日 631.65 26.18 5.45 2724.75 
61 0-14 10.00 37.50 36.59 タテ 白 36.80 131. 74 353.2 6 715.92 28.49 5.43 2514.32 
62 0-15 10.00 37.50 34.99 ヨコ 白 36.58 125.97 151.6 7 688.12 27.33 5.46 2613.12 
63 0-16 10.50 39.38 35.36 タテ 白 38.18 127.30 346.1 7 699.43 27.76 5.49 2699.51 
64 0-17 10.50 39.38 36.67 ヨコ 白 38.01 132.01 190.0 6 705.27 26.82 5.34 2591.12 
65 0-18 7.30 27.38 36.06 ヨコ 泥染 37.34 129.83 177.5 5 489.27 22.29 3.77 2588.73 
66 0-19 7.50 28.13 33.86 ヨコ 泥染 37.69 121. 88 168.6 4 404.15 22.02 3.32 2783.01 
67 0-20 8.00 30.00 39.45 タテ 泥染 41.49 142.02 355.5 5 500.08 22.65 3.52 2629.10 

~ 68 0-21 8.00 30.00 35.18 ヨコ 泥染 38.68 126.64 158.3 6 435.22 19.36 3.44 2748.55 
69 0-22 8.20 30.75 40.91 タテ 泥染 43.68 147.28 344.5 6 522.13 21.50 3.55 2668.90 
70 0-23 8.20 30.75 40.81 ヨコ 泥染 43.02 146.90 154.9 6 480.03 20.33 3.27 2635.55 
71 0-24 8.50 31.88 45.51 ヨョ 泥染 44.96 163.85 147.5 6 521.22 18.47 3.18 2469.69 
72 0-25 8.80 33.00 47.83 タテ 泥染 48.54 172.18 359.6 日 582.83 20.24 3.39 2537.20 
73 0-26 8.80 33.00 46.22 ヨコ 泥染 48.09 166.40 198.6 6 576.03 21.08 3.46 2601.03 
74 0-27 9.20 34.50 45.40 タテ 泥染 50.74 163.44 366.5 6 538.50 20.15 3.29 2793.89 
75 0-28 9.20 34.50 47.14 ヨコ

力泥ツ染チチ盟車
48.13 169.70 157.7 日 543.18 18.60 3.21 2552.46 

76 0-29 7.50 28.13 37.83 タテ 39.26 136.18 359.5 6 440.07 19.97 3.23 2594.59 
77 0-30 7.50 28.13 33.97 ヨコ カヲ 36.89 122.29 155.4 E 434.68 19.91 3.55 2715.16 

78 E-01 8.80 33.00 30.66 タテ 白 32.20 110.39 324.8 6 582.10 24.34 5.27 2625.40 
79 E-02 8.80 33.00 32.01 ヨコ 白 33.76 115.25 133.0 6 586.73 23.42 5.09 2636.28 
80 E-03 9.20 34.50 33.41 タテ 白 34.51 120.26 332.3 6 586.60 21.61 4.88 2582.95 
81 E-04 9.20 34.50 35.81 ヨコ 白 35.54 128.90 136.3 6 622.28 22.88 4.83 2481.32 
82 E-05 9.50 35.63 33.60 タテ 白 35.34 120.96 338.6 6 623.42 21.59 5.15 2629.39 
83 E-06 9.50 35.63 37.34 ヨコ 白 36.85 134.42 138.6 6 704.60 23.22 5.24 2467.20 
84 E-07 10.00 37.50 38.98 タテ 白 40.15 140.31 341.2 6 700.33 23.45 4.99 2575.63 
85 E-08 10.00 37.50 35.69 ヨコ 白 37.02 128.48 141. 0 自 640.72 20.51 4.99 2593.10 
86 E-09 10.50 39.38 40.84 タテ 自 40.02 147.03 359.2 7 749.22 23.58 5.10 2449.47 

) 
87 E-10 10.50 39.38 37.30 ヨョ 白 39.04 134.30 150.9 7 722.72 23.52 5.38 2616.42 
88 E-11 9.50 35.63 40.69 タテ

力泥、y染チ提
41.57 146.50 334.2 5 467.78 16.69 3.19 2553.70 

89 E-12 9.50 35.63 41. 88 ヨコ 37.60 150.76 167.1 6 505.25 18.50 3.35 2244.39 

90 F-01 8.80 33.00 30.79 タテ 白 32.95 110.86 346.8 5 618.08 25.87 5.58 2675.24 
91 F-02 8.80 33.00 31. 65 ヨョ

力ッ自チ染
33.60 113.96 151.0 5 587.30 25.01 5.15 2653.79 

92 F-03 7.30 27.38 36.31 ヨコ 39.22 130.70 140.3 5 433.82 16.62 3.32 2700.48 
93 F-04 7.70 28.88 39.78 タテ

草カ草ッ木木チ用用染
45.49 143.19 316.8 6 472.40 20.65 3.30 2859.30 

94 F-05 10.10 37.88 36.54 タテ 39.09 131.53 332.9 8 706.02 26.20 5.37 2674.48 
95 F-06 10.10 37.88 38.92 ヨコ 40.07 140.11 121. 7 6 692.05 22.37 4.94 2573.66 

96 G-01 8.80 33.00 28.34 タテ 白 30.37 102.03 375.9 6 520.50 23.54 5.10 2679.27 
97 G-02 8.80 33.00 30.07 ヨゴ 白 30.17 108.26 180.5 6 555.4 7 23.49 5.13 2508.46 
98 G-03 9.20 34.50 33.64 タテ 白 34.09 121. 09 378.1 6 688.52 27.48 5.69 2533.84 
99 G-04 9.20 34.50 33.68 ヨコ 白 34.03 121. 25 169.6 6 687.23 27.42 5.67 2525.60 
100 G-05 10.00 37.50 36.34 タテ 白 34.68 130.82 387.4 6 724.40 29.86 5.54 2385.54 
101 日】0610.50 39.38 33.73 ヨコ 白 34.15' 121.44 174.5 6 628.37 23.18 5.17 2530.95 
102 G-07 7.30 27.38 35.79 ヨコ 泥染 36.81 128.86 170.4 5 413.22 18.27 3.21 2571.21 
103 G-08 8.00 30.00 39.39 ヨコ 泥染 39.48 141. 82 163.3 5 488.80 21.40 3.45 2505.37 
104 G-09 8.20 30.75 39.42 タテ 泥染 42.60 141. 90 356.1 5 509.70 20.46 3.59 2701.71 
105 G-10 9.20 34.50 46.52 Iff 

力泥ッチ染チ染染
47.93 167.47 354.2 6 590.10 20.60 3.52 2575.70 

106 G-11 7.30 27.38 35.54 ヨコ 36.80 127.95 163.8 5 452.70 19.27 3.54 2588.71 
107 G-12 7.50 28.13 39.51 タテ カッ 41.18 142.23 360.4 6 440.58 16.72 3.10 2606.03 
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表4 平成8年度市販原料糸調査集計表

NO. 社名 表示目付 実細目甘 軽韓 草色 l開重量 繊度 撚数 合繍 強力 伸度 強度 換算1組員 備考

(鮒) (gf1) (gfl) (g) (d) (T/m) (本) (gf) (%) (gf/d) (m) 

108 H-Ol 11.50 32.34 32.71 タテ 白 33.65 117.74 339.9 5 660.20 28.56 5.61 2572.12 
109 H-02 11.50 32.34 29.29 ヨコ 白 32.66 105.46 151.8 5 580.30 25.63 5.50 2787.39 
110 H-03 13.50 37.97 32.97 ヲテ 白 36.27 118.69 351.3 8 677.75 27.61 5.71 2750.50 
111 H-04 13.50 37.97 37.20 ヨコ 自 38.87 133.92 114.3 6 700.60 23.42 5.23 2612.16 
112 H-05 10.60 29.81 38.76 タテ 泥染 39.34 139.55 311.8 5 472.92 19.27 I 3.39 2537.09 
113 H-06 10.60 29.81 39.27 ヨコ

泥力ッ染チチ車車
40.63 141.36 125.4 5 481.05 18.13 3.40 2586.48 

114 H-07 10.00 28.13 38.21 ヨコ 39.56 137.54 126.5 5 432.50 17.81 3.14 2588.76 
115 H-08 10.30 28.97 39.76 タテ カッ 42.87 143.12 315.1 5 482.45 20.72 3.37 2695.76 

116 J-Ol 10.00 28.13 27.30 ヨコ 白 28.53 98.28 169.5 4 497.87 25.59 5.07 2612.73 
117 J-02 11.00 30.94 28.28 タテ 白 30.65 101.80 332.1 5 521.97 23.19 5.13 2710.08 
118 J-03 12.80 36.00 35.86 タテ 白 36.98 129.08 353.7 6 645.43 23.82 5.00 2578.26 
119 J-04 13.00 36.56 34.87 ヨコ 白 36.88 125.53 179.6 6 667.75 24.43 5.32 2644.29 
120 J-05 13.50 37.97 36.07 タテ 白 38.00 129.85 328.3 日 695.03 25.18 5.35 2633.46 
121 J-06 14.00 39.38 37.56 ヨコ 白 39.41 135.20 181.9 6 746.23 24.85 5.52 2623.71 ) 

u 
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奄美産植物による繊維活用新製品の開発
一鹿児島・岐車工業技術交流事業ー

今村順光，西決造，恵原要，徳永嘉美，山下宣良，森田慎-u，

西元研了車九南晃事 1，高田誠市ヘ立川英f台本 2，大野仁志寧 3，傍島章・ 3

鹿児島・岐阜工業技術交流事業の一環として，奄美産植物繊維の特徴を活かすため，岐阜県紙業試験場等と

共同研究の役割分担について検討を行った。そして，企画開発プラン「紙の七へんげ」の企画コンセプトを立

案して，それぞれの企画アイテムに沿って研究開発を行い目的の達成に努めた。また，大島納の製造技術を活

用して，夏用紙布着物・紙布帯・紙布洋装品の試作開発を行った。さらに，月桃類の繊維と葉を総合的に活用

するため，業の乾燥方法別に香気成分・生物活性の分析試験を行い，業の色と香りも損ねない方法について検

討を重ねた結果，香気保持性の高い乾燥方法を見いだした。これによって月桃繊維と乾燥葉による漉込み紙の

試作と乾燥葉による発香体の試作試験を行った。次に， r鹿児島・岐阜技術交流成果発表展j に向けて両関係

にJ 機闘が具体的な開催内容について協議を重ねた。

に~)

1 .はじめに

企画開発プラン「紙の七へんげ」の企画コンセプト

を立案して，試作アイテムと成果発表展の開催に関し

て3項目の検討を行った。①紙布着物・帯・洋装品の

試作試験。②抄紙及び日常生活品を開発する方法につ

いて次のことを検討した。 1)月桃類の繊維と乾燥葉の

漉込み紙の試作試験， 2)月桃類乾燥葉による発香体の

試作試験， 3)繊維別 (8種類)を18種類の抄紙にして

7アイテム別の用途開発③両県の関係機関が技術交流

の推進と成果発表展に向け，相互訪問を実施して具体

的な開催内容について調整を行った。

2.研究開発

研究開発を図 1に示す。この計画に基づいて試験及

び関連の作業を実施した。

3. 試作誌験及び推進会議の実施

(1)企画開発プラン: r紙の七へんげj を企画立案し

て， 7アイテム別の試作試験を実施した。

(2)紙布織物の試作:紙布着物/3点，紙布帯/6点

紙和洋装品/20種類:60点の試作試験を実施した。

(3)紙布織物の染色・物性試験。

(4)月桃類業の乾燥方法と漉込み紙・発香体の試作試験。

①月桃類葉の前処理と乾燥試験 (4機種)。

②乾燥粉末の香気成分分析。

③築の成分が示す生物活性試験。

@乾燥粉末による発香体の試作試験。

⑤12種類の乾燥業を用いて漉込み紙の抄紙試験を岐

阜県紙業試験場において実施した。

(5)推進会議の実施:8年度は2回実施した。

用途開発試験

奄美産植物の活用 H試験方法の検討 H技術交流事業の推進 H共同研究の分担

鹿児島県の研究機関

県工業技術センター
県農産物加工センター
県茶業試験場

大島紬技術指導
センター

岐阜県の共同研究機関

岐阜県工業技術センター
岐阜県紙業試験場
岐阜県繊維試験場
食品ハイテクセンター

図 l 研究開発計画のフローチャート

*1鹿児島県工業技術センター， *2 岐阜県紙業試験場， *3 岐阜県食品ハイテタセンター
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4. 用途開発試験の結果

4.1 繊維素材別の抄紙試作

4.2 企画開発のコンセプト

企画開発プラン「紙の七へんげ」の企画コンセプト

を立案して，基本となる 7アイテムに分類し試作品の

検討を行った。そして，コンセプトは次の 3項目によ

って組立てられた。①抄紙技術を活用する②紬製造技

術を活用する③奄美のイメージを表現して試作提案す

る。さらに，この目的を達成するプロセスとして①素

材・材質の特徴表現②アイデアや独創性の表現③形態

・色・デザイン表現の要素を組み合わせ，素材・資源

が持っている質的な雰囲気を活かし「奄美の特徴」を

より効果的に表現して，生活の空間を彩ることなどを

考慮しながら，独自のアイデアや発想を取り入れ展開

させた(図 2)。また，試作品を提案する方向性につ

いて生活様式・素材別にイメージ分類した(表 1)。

これまで岐阜県紙業試験場との共同研究において，

B種類の奄美産植物繊維を抄紙して基礎的なデータを

得るための抄紙条件・物性試験の分担試験を行った。

その中で，月桃類の繊維と菜を総合的に活用すること

を目指し，特に葉の特徴・成分を活かし色と香りも損

ねない方法について検討を重ねた結果，生業に近似し

た色合いと香気を表すことのできる漉込み紙が得られ

たので，共同で特許申請を出願している(特願平8-16

3793)。また，用途開発で大量に製紙が必要な月桃繊

維と葉の漉込み紙，さらに，芭蕉繊維を紙布織物用の

素材として活用する抄紙については，美濃の製紙メー

カーに委託して 9種類の抄紙の試作を行い，岐阜県紙

業試験場と製紙メーカーで 8種類の繊維を活用した18

種類の抄紙及び成形品を得ることができたロその内容

について，繊維・抄紙条件別にまとめると次のように

なる。

その結果，提案する試作品を用途・使用範聞の生活空u
問(装いのグッズー暮しのグッズ)のイメージ・シー

1)月桃抄紙:5種類 (35g/nl，50g/nl， 85g/nl， 

手渡き抄紙/2種類)

2)月桃葉漉込紙・ 1種類 (85g/nl)

3)芭蕉抄紙:2種類(芭蕉100%，芭蕉混合紙)

4)フヨウ抄紙:1種類(フヨウ100%)

5)オオシマガンピ抄紙:1種類(ガンピ1∞%)
6)ホンダワラ抄紙:2種類 (60g/nl，100g/nl) 

7)パガスモールド・ 4種類(立体成形による銘々皿

の加工品及び型帽子)

8)絹糸・緋糸抄紙:2種類(サイズ100cmX180cm) 

ンに置き換え，次に，使用する素材別(紙布のグツズ

和紙のグッズ)に分類して試作品の開発を行った。

表l 試作品のイメージ分類

紙布の 着物・帯・ γTケット・コート

装いの グッズ ネHイ・ピスト・帽子

グッズ 和紙の サイ7・ハント勺「ッグ・網帽子

グッズ 名刺・匂い袋

紙布の ラン7'シェード . :;--7" ルt~~】

暮しの グッズ のれん・インテリ7用品

グッズ 和紙の 文具品・照明具・行7ト品

グッズ バッウー〆・インテり7用品

素材の紙 | ステーシヨナリー〔紙素材・文具用品・ちぎり絵〕

装いの紙|和装・洋装品〔紙布着物・紙布帯・洋装品・ etcJ

暮しの紙| プロダクト〔紙布生地・香り製品・銘々皿〕

住いの紙 | インテリア〔襖・障子・間仕切・装飾品・衝立〕

明りの紙|照明具〔奄美すきあかり・タベストリー・紙カーテーン〕

包みの紙 |パッケージ〔たとう紙・紬用バッグ・パッケージ〕

遊びの紙 | クラフト・民芸〔扇子・うちわ・お面・楽器〕

図2 企画開発アイテムのチャート
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5. 紙布織物の試作試験

5.1 紙布着物の製織設計

3種類、の紙布着物を試作するため製織加工の条件設

定を行った(表 2)。これまで試作した紙布帯とマッ

チする配色とした。図 3は，経糸を染色した 2種類の

絹糸を交互にストライプの組織に配列して，緯糸は紙

糸をシャリンパイ/銅媒染で染色した明るいベージユ

の単色でシンプルな配色にした。図4は，絹糸を染色

した10種類の染糸と緋糸を組み合わせてストライプの

グラデーション配列の組織にして，緯糸には 4色(青・

薄青・緑・薄緑)で染色した紙糸を交互に組み合わせ，

その間に緋糸をーモト入れて交織し，クールカジュア

ルな配色にした。図5は，絹糸を染色した 4種類、の耕

糸を交互にストライプの組織に配列し，緯糸は茶色に

染色した単色の紙糸と緋糸を交互にーモト入れて交織

し，シックな配色にした。これらを試作した結果から，

3種類の紙布着物は使用した絹糸や緋糸の交織によっ

て，質の違った模様を浮き出し配色の変化によるイメ

ージ効果も表した。中でも，図 3は，簸密度を13算に

したため紙布特有の軽さや透かし効果をもたらした。

さらに，図4，5は緋糸との交織により，緋模様の表

現としなやかさが加味された。また，試作した 3種類

とも，夏の清涼感をイメージさせる紙布着物を得るこ

とができた。そして，これらの素材と紬製造技術を組

み合わせることによって，新たな織物への展開が可能

となり，インテリア用品等への応用が期待できる。

表 2 紙布着物の製織設計表

項 目
製 織 設 計

試作No.1 試作No.2 試作No.3

地 経糸 絹糸40g付 絹糸40g付 絹糸40gイ寸

総経糸
1，040本 1，120本 1，160本

2色 混合糸10色 緋糸4色

最毒 糸 紙糸0.2cm 紙糸0.2cm 紙糸0.2cm

製織条件 紙糸/単色
紙糸/4色 紙糸/単色

緋糸交織 緋糸交織

策 密度 13算 14算 14算

総 羽数 520~~ 560~~ 580~~ 

製織長 14m 14m 14m 

打込密度 17本/cm 19本/cm 19本/cm

手哉 申富 40cm 40cm 42cm 

F
「
υ

q
u
 

図3 試作No.l

図4 試作No.2 

図5 試作No.3 
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5.2 紙布帯地の製織設計

紙布帯地の試作開発に伴い，試作アイテム別に製織

設計の検討を行った(表 3)。そして，具体的な方法

について，アイデアの抽出や多岐に亘るデザインを表

現するため，緋技法を工夫して，点緋と長緋を組み合

わせることにした。さらに，帯地の形状パターンを 4

種類選定して，製織時に模様を織り込むシミュレーシ

ヨンの設定をすると次のようになる(図 6""図9)。

図6 試作No.4 

地糸:手括緋を道引き模様の組織配列にする

緯糸:単色の紙糸を全体に経縞模様にする

図 7 試作No.5 

地糸:手括緋を全通模様の組織配列にする

緯糸 :4色の紙糸を等間隔に横段模様にする

図8 試作No.6 

地糸:絹糸と緋糸をリバーシブル組織に配列する

緯糸:単色の紙糸を全体に経縞模様にする

図9 試作No.7 

地糸:緋糸をグラデーション配列の組織にする

緯糸:紙糸と緋糸を交織模様にする

図7 試作No.5 

¥、時僻/

図8 ~.式イ乍No. 6 

/ } 

図6 言式作No.4 図9 試作No.7 

表3紙布帯地の製織設計表

項 目 試作No.4 (名古屋帯) 試作No.5 (名古屋帯) 試作No.6 (リハ~シフっし) 試作No.7 (角帯)

存主 糸の種類 紙糸と絹糸の合糸 紙糸と絹糸の合糸 絹糸・緋糸:40g付 絹糸・緋糸:40g付

糸 総経糸量 372本 372本 504本 308本

緯 糸の種類 椿紙糸 椿紙糸 芭蕉混合紙糸 芭蕉混合紙糸

糸 サイズ 8mm:手括り加工 8mm:手括り加工 4mm:総染め 4mm:紙、染め

策密度 12算 12算 14算 14算
製

総羽数 480>1>1 480>1>1 560>1>1 560>1>1 
品哉

製織長 5m 5m 4.5m 3.2m 
設

打込密度 5本/cm 5本/cm 17本/cm 17本/cm
計

製織幅 31cm 31cm 18cm 11cm 

ρ
h
u
 

nペ
U
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①Yellow 

②Red 

CN-4G (4 %) 

CN-7B (4 %) 

③カーボンアーク灯光染色堅ろう度試験(L842)

カーボンアーク灯光(第一露光法)

5.3.2 反応染料による帯地の製織設計

名古屋帯を製織するための糸量及び準備加工の条件

を設定した。緯糸には撚糸した 4mmの紙糸を使用して，

手括り加工を施した後に，反応染料による染色を行っ

た。次に，製織時に太鼓の部分と胴回りの部分に手括

緋の模様を織り込むように設計した(図10) 口

〔製織の条件設定〕

地経糸:絹糸32g付

総経糸:960本

緯 糸:芭蕉紙糸100%/4mm 

策密度:12算

製織長:5 m 

打込密度:12本/cm

織幅:38cm 

5.3 反応染料による帯地の試作試験

5.3.1 反応染料による紙糸の染色試験

(1)染料種:ニコチン酸トリアジン系反応染料

(Kayacelon-React) 

ソーダ灰を使用しない反応染料を使用した。

③Turquoi se CN-2G (4 %) 

④CN-4G ( 1 %) + CN-7B (3 % ) 

(2)被染物

①撚り法

・手撚り

・機械撚り

②前処理

・未処理糸

・蛋白処理糸

(3)染色条件

90'"'-' 1000C 

40
0C 

70'"'-'80
oC 

せ硝 40'"'-'100g/ Q 

(4)染色堅ろう度試験方法

表4に染色堅ろう度試験の結果を示す。

①熱湯染色堅ろう度試験 (L0845)試験符号 2号

②洗濯染色堅ろう度試験 (L0844)B-4法 図10帯地の試作品

表4 紙糸における反応染料の染色堅ろう度試験

前 処 理 無 蛋白処理

試験項目
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ 

Yellow Red T uquoise Yellow Red Tuquoise 

CN-4G CN-7B CN-2G ①+② CN-4G CN-7B CN-2G ①十②

両す 光 4-5 4 3-4 4-5 4-5 4 4 4 

汚綿 4-5 4 4 4-5 4-5 4 4 4-5 
熱

染絹 4-5 4 4 4-5 4-5 5 4-5 4-5 
湯

変退色 4-5 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 

汚綿 5 5 5 5 5 5 5 5 
洗

染絹 5 5 5 5 5 5 5 5 
濯

変退色 5 5 5 5 5 5 5 5 

可

t
円
べ
U
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5.4 紙布和装・洋装品の試作試験

紙布生地を活用して和装・洋装品の用途開発につい

て検討を行った。企画アイテムについては「装いの紙」

の企画プランに添った品目とし，各アイテムの仕様内

容に必要な生地の製織条件を整理した。その中で，仕

立てる際に，織幅が重要なポイントになる。製織幅の

条件を優先に 3種類の紙布生地を製織した。

次に，織幅ごとに，試作アイテムを対応させること

にした(表 5)。さらに，仕様設計書に基づき寸法・

スケッチを描き，他の素材との組み合わせを検討しな

がら，紙布生地の特徴を引き出すことを考慮した。そ

の結果，ジャケット・ベスト類は緋糸の模様効果と紙

布特有の軽さに，さらっとした夏着の感覚を表現する

ことができた(図11)。また，さむ衣は絞り加工を取

り町入れた琉球藍の染色により，ボカシの効果が表れて

普段着のイメージ表現を可能とした。

表 5和装・洋装品の試作内容

アイテム
試作内容

製織設計

密度 750羽 ジャケット・ベスト
53 

製
経糸 40gイ寸 風呂先扉風・帽子

cm 
緯糸 紙糸4mm ショールetc

品哉 密度 590>1>1 タペストリー
42 

設
経糸 複合繊維 コート・のれん

cm 
緯糸 紙糸4mm さむ衣etc

計 密度 560>1>1 テーブルセンター
40 

経糸 40g付 ネクタイ・ティーマット
cm 

緯糸 紙糸 2mm ハンドバックetc

図11ジャケットの試作品

5.5 紙糸及び紙布生地の物性試験

これまでの紙糸は，乾燥時の強伸度を測定してきた

が，今回は岐車県紙業試験場において紙糸及び紙布生

地の湿潤性に対する測定方法を検討した D その条件設

定として，紙糸及び紙布生地を水に浸け乾燥しない聞

に計測する方法で試験を行った。紙糸に撚りを入れる

と乾燥時，湿潤時両方とも引張り強度が上がる。特に，

湿潤時の強度向上が大きいことを示している(表 6)。

織物にした時の乾燥時，湿潤時の強度向上が大きい。

これは緯糸に絹糸が少量使用されており，このこと

が引張り強度向上に寄与したと考えられる。撚りを入

れた紙糸と織物にした紙糸の強度差は乾燥・湿潤どち

らも同じであり，織物にすると湿潤時の紙糸の強度を

補っている。これは，緯糸に絹糸も使用され，強度低

下を補うことができたと考えられる。乾燥時の撚りを}

入れた紙糸と織物にしたときの紙糸の伸びは同程度と

考えられる(表 7)。湿潤時の撚りを入れた紙糸は良

く伸びているが，織物にした湿潤時の紙糸は，緯糸に

使用した絹糸が先に切れて絹糸の伸びを計測したと考

えられる。強伸度の向上について，紙力増強剤を添加

することにより改善を図ることができたと考えられる。

表 6紙糸の強伸度試験

項 目
芭蕉紙糸100%

乾燥時 湿潤時

試料 強度:gf 伸度見 強度:gf 伸度見

スリット
222 20 88 16 

( 2 mm幅)

撚糸
251 18 120 34 

(S 300) 

表 7 紙布生地の強伸度試験

項 日
芭蕉・麻・絹の混合紙糸

乾燥時 湿潤時

試料 強度:gf 伸度見 強度:gf 伸度見

スリット
460 22 94 16 

( 4mm幅)

撚糸
490 26 18 140 

(S 300) 

織物
17 790 440 22 

(14算)

n
6
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6 月桃類葉の乾燥粉末化と

漉込み紙，発香体の紙作鼠験

6.1 月桃類葉の前処理と乾燥拭験

月桃類(クマタケラン・ゲットウ)葉の有効的な活

用について，その特徴とする組成物を活かすため乾燥

方法について検討を行った。

とこでは， 2種類の葉が乾燥後に変色を避け，乾燥

以前の自然状態に近似した色合いと香気を損なうこと

のないように，酵素成分の作用を停止させる不活性処

理を行った。実施条件としては，生葉に対し棚式透気

乾燥ではブランチングの方法を蒸し処理，ぞの他の乾

燥方法は煮沸処理とした。また，比較試料を得るため，

熱風乾燥と凍結真空乾燥では，ブランチングの処理を

施さない乾燥葉も得た。次いで，ブランチングの処理

~ ・未処理後の葉を熱風乾燥，凍結真空乾燥，マイクロ

u 

波減圧乾燥，棚式透気乾燥の4種類の乾燥方法を用い

て12種類の乾燥葉を得た。さらに，乾燥させた試料を

小型の瞬間万能粉砕機を用いて，粉砕機目1.5mmの破

片となるまで粉砕し，漉き込み紙の乾燥片を得た。そ

して，粗粉砕した乾燥片をさらに0.25mmに粉砕し，パ

ウダーイじすることによって，発香体のための乾燥粉末

を得た。表8はプランチング処理と乾燥方法の条件設

定を示している。

表8前処理と乾燥試験

項 目 ブランチング処理 乾燥処理条件

熱風乾燥
95"C W C  

2分間 2時間

凍結真空 95"C l東板にて凍結

乾燥 1~2 分間 96時間

マイクロ波 800C 
圧力 :60mmHg

減圧乾燥 30~40秒
温度:40・c
時間:15分x3回

棚式透気 蒸気量:100kg/h 温度 :50~WC

乾燥 蒸時間:40秒 時間:7時間

6.2 月桃類葉の乾燥片による漉き込み紙の試験

月桃類(クマタケラン・ゲットウ)葉の乾燥片を用

いて，色合いと香りを保持する抄紙を岐阜県紙業試験

場において試作した。試料は， 6.1で乾燥粉砕した12

種類のクマタケラン及びゲットウ乾燥片に， NBKPパル

-39-

プを配合し機械抄紙した。香気成分及び黄緑色を残す

ため乾燥温度は低く 110"Cに設定した。

抄紙条件を次のように設定した。

NBKPパルプ叩解度 : 650m2CSF 

乾燥葉配合割合 : 2.5% 

原料タンク原料濃度 : 0.34% 

原料供給量 : 28.31/分

抄紙幅 : 35cm 

抄紙速度 : 5m/分

抄紙方法 :短網抄紙

乾燥方法 :ヤンキードライヤー

乾燥温度 : 1100C 

抄紙坪量 : 55g/ rr1 

lパッチ原料 : 1. 7kg 

1パッチ抄紙時間 : 17.7分

サイズ剤 : 0.2% (対原料)

乾燥紙力増強剤U : 0.2% (対原料)

6.3 クマタケランの乾燥片による発香体の試験

発香体の試作については， 6.1の方法で得たクマタ

ケランの乾燥片をパウダー化し， 6.4の分析結果をも

とに特徴・成分を活かす方法について検討を重ねた。

これにより，乾燥粉末，タブ粉， β-Pinene及ぴパ

インダーである糊粉の4種の混合物を用いて，水で練

り上げて所定形状とした後，自然乾燥させた 2形状の

発香体を試作した。その結果，生薬に近似した色合い

と香気成分を含有した発香体を得ることができた。

試作した原料の混合割合を示すと次のようになる。

〔主な原料の割合〕

粉末・ 3 (クマタケラン乾燥粉末)

タプ粉:1 

糊粉:1 

βPinene : 25%添加

水:1/繰り上げ

6.4 月桃類の生薬及び乾燥粉末の香気成分分析

6.4.1 分析読料

クマタケランとゲットウの生薬及び乾燥粉末につい

て分析を行った。乾燥粉末の調製は生薬をプランチン

グ後に熱風乾燥，棚式透気乾燥，マイクロ波減圧乾燥，

凍結真空乾燥の4種の乾燥法で乾燥し小型粉砕機で粉

砕した。処理条件は表8に示した。なお比較のため熱
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風乾燥と凍結真空乾燥ではブランチングなしの生葉を

乾燥したものも調製した。

6. 4. 2 分析方法

試料の香気成分は，へッドスペースーガスクロマト

グラフ質量分析法 (HS-GC/MS法)で分析した。試料を

パイアノレ瓶中で，窒素を置換ガスとして1050C，30分間

加熱しヘッドスペースガスを採取し， J釧社 DB-WAX 

30m X O. 32mm X O. 25μmカラムで分離して，質量分析を

行った。得られた7 ススベクトノレからライブラリ}検

索などによる成分の推定を行った。

6.4.3 分析結果

(1)生薬の香気成分

ヘッドスペースガスの分析で得られたクロマトグラ

ム (TIC)を図12に示す。月桃類の葉はテノレベン炭化水

素及び含酸素テノレベン類が主な香気成分であると推定

された。

? .1 I 9 11 11 
クマタケラン

i ib 
~I ~ 

R.I 

IC 

lDD 4DD 6日間 関s 1DD旧 12BB 14聞 5，加

図12クマタケランとゲットウの香気成分(TIC)

クマタケランとゲットウでは香気成分の組成比が異

なり，クマタケランには日一Pineneが特徴的に多く， α

-Pinene， Camphene， Sabinene， Myrcene， Limonene， 

s -Phellandrene， p-Cymeneのテノレベン炭化水素と含

酸素テノレベンである1，8-Cineo1eで構成されている。

一方，ゲットウにはαーPinene，Camphene， p-Cymeneが

多く，その他日 Pinene，Myrcene， Limonene， s -Phe 
llandreneで構成され， Camphene，Limonene， p-Cymene 

はクマタケランに比べやや多い。

(2)生薬と乾燥粉砕物の比較

乾燥方法による香気成分組成の違いを検討するため，

ゲットウとクマタケランの葉を数種の方法で乾燥粉砕

した試料のへツドスペースガス中の香気成分と，生葉

のそれを比較した。それぞれの試料のTICでの最大ピー

クの面積値を lに規格化した主な香気成分の相対ピー

ク面積を香気成分の組成とし，生薬と乾燥粉末の各成

分の相対ピーク面積をそれぞれ孔， Siとし，生薬の香

気成分組成に対する乾燥粉末の香気成分組成の相具度

Dを式(1)で表した。

0=士2 u 10E11 
1(1 

)
 

司
I
A(
 

主な香気成分としてクマタケランではs-Pinene，α 

-Pinene， p-Cymene， Camphene， Limoneneの5成分，ゲ

ットウではαPinene，p-Cymene， Camphene， Limonen 

e， s -Phellandrene， s -Pineneの6成分の香気成分

組成について計算した乾燥粉末の生業に対する相具度

Dを表9に示す。

表9 香気成分組成の生薬に対する相異度

乾燥方法 クマタケラン ゲットウ

熱風乾燥 O. 51 O. 28 

棚式透気乾燥 0.32 0.29 

7イクロ波減圧乾燥 O. 20 O. 13 

凍結真空乾燥 0.16 0.13 

u 

クマタケランの乾燥粉砕では凍結真空乾燥とマイク

ロ波乾燥による乾燥粉砕物が生葉に最も類似した香気

成分組成である。ゲットウについても同様にマイクロ

波乾燥と凍結真空乾燥によるものが生葉に近い香気成

分構成をしている。またブランチングなしで乾燥した

場合でも凍結真空乾燥はクマタケランで相異度0.13，

ゲットウでO.18と香りの質がよく保持されている。ブ

ランチングなしで熱風乾燥したものは他の試料に比べ

Isovaleraldehyde， 2-Ethylfuranの顕著な生成が見ら

れ明らかに香りの質が変化していた。次に4種の乾燥

方法で香気成分の残存量を比較した。 7 イクロ波誠圧

-40-
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乾燥での乾燥粉末のTICピーク面積を 1としたときの各

乾燥方法での相対値は表10のようになった。

表10香気成分濃度の比較

クマタケラン β-Pinene α-Pinene p-Cymene 

熱風 0.45 0.43 0.32 

棚式透気 0.51 0.44 0.29 

マイクロ波減圧 l 1 

凍結真空 0.54 0.45 0.86 

ゲットウ α-Pinene p-Cymene Camphene 

熱風 0.33 0.30 0.40 

棚式透気 0.47 0.30 0.57 

マイクロ波減圧

¥_ 
凍結真空 0.55 1.02 0.79 

香気成分の残存量はマイクロ波乾燥が最も大きく，

次いで凍結真空乾燥が大きい。以上の結果から，マイ

クロ波減圧乾燥及ぴ凍結真空乾燥が香気保持性に優れ

乾燥粉末の香気の量が多く，香気成分の構成比も比較

的生薬に近い乾燥物が得られ香りの質もよく保持され

ていることがわかった。

6.5 葉の成分が示す生物活性訴験

クマタケラン及ぴゲットウの持つ生物活性を明らか

にし，機能性材料及ぴ性能評価に資するため，生菜か

ら得た抽出物について，カピに対する抗菌活性及び室

fヘ内のダニに対する抗ダニ活性を調べた。

一」〆 6.5.1 実験方法

(1)材料及び抽出

クマタケラン及びゲットウの生葉を用いて，溶剤に

よる抽出を行った。生菜各200gを， n-ヘキサン及びメ

タノールにより，室温で 1週間以上逐次抽出した。得

られた抽出物はエパポレーターで濃縮乾固し，生薬の

重量に対する抽出物の乾燥重量から収率を求めた。

(2)抗菌試験

3種類の不完全菌類(カピ)を用いて，培地に抽出

物を混入する方法で，抗菌活性試験を行った。試験に

用いたカピは，黒コウジカピ，青カビ，及びフザリウ

ム(赤いカピ)である。市販のPDA(Potato-dextrose-

ager)粉末から調製した培地に各抽出物を 1mg/mQの割

合で添加G，直径90mmのシャーレに平面培地を作った。

シャーレの中央に各カピの一定量を接種し， 250C， 90 

%RHの恒温恒湿器中で，抽出物を添加しないコントロ

ールの培地に菌がシャーレいっぱいに成長するまで培

養した。抽出物を添加した培地での菌の成長直径とコ

ントロールの成長直径との比率から，各地出物の成長

指数を計算した。

(3)抗ダニ活性試験

室内にいる最もありふれたダニの 1種で，ヤケヒョ

ウヒダニを抗ダニ活性試験に用いた。直径13胴に切っ

たろ紙円盤に，溶媒で所定濃度に調製した抽出物を一

定量添加して風乾した。直径10mmの穴の開いたスライ

ドグラスにはさんで，ヤケヒョウヒダニの成虫が10匹

程度含まれるように添加し，上からスライドグラスを

かぶせてクリップで固定した。 KCl飽和デジケータ中2

50Cで3日閲培養し，動いているダニ成虫の割合の径時

変化を観察した。 3日後にプレパラートを分解し，ダ

ニをピンでつついて生死を確認して生存率を求めた。

6.5.2 試験結果

(1)成分抽出の結果

葉の抽出成分量はクマタケランの方が多く，ヘキサ

ン抽出物はゲヅトウの約1.5倍，メタノール抽出物は 3

倍近い量を示した。生物活性はこれらの拍出成分によ

るものであり，クマタケランには生物活性を持つ物質

が多く含まれている可能性がある(表11)。

表11生葉中の抽出物量

lヘキサン メタノール
種 類 | 合計l抽出物 抽出物

クすタクラン (K) I 0.31 3.72 4.03 

ゲットウ (G) I 0.19 1.31 1.50 

注:生菜重量に対する抽出物の乾燥重量(%) 

(2)抗カピ試験

カピの生育を押さえる活性は， 0.1%の添加濃度では

どの抽出物もあまり高くない。クマタケラン(K)とゲヅ

トウ(G)の活性の比較は，菌種によっても効果が異なり

一概にはできない。ヘキサン抽出物(H)よりもメタノー

ル抽出物(M)の方がやや効果が高く，特にフザリウムに

対する抑制活性が高かった。クマタケランには今回の

試験での添加濃度と比べて，メタノール抽出物は30倍

以上含まれていることから，カピを押さえる働きはも

っと強いと考えられる(表12)。
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表12抗カピ試験結果

カ ピ の 種 類
抽出物と成長指数(百)

KH KM GH GM 

J¥spergillus niger 85 80 90 85 

P enici 11 i um i talicum 94 92 93 86 

F usarium sporotorichioides 90 72 91 75 

注:抽出物の添加量 1mgfm2 (0.1% WfV) 

抽出物添加培地のカピの成長直径
成長指数(Z) X 100 

コントロール培地の成長直径

(3)抗ダニ活性試験

各抽出物の添加量を75及び150μgfcnlとした場合の，

動いているダニの割合の経時変化を調べた結果を，図

13(メタノール抽出物)，図14(ヘキサン抽出物)に示す。

ダニの動きを鈍らせる作用はそれほど強くはないが，

メタノール抽出物よりもヘキサン抽出物の方が動いて

いるダニの割合の低下がやや大きいことがわかる。コ

ントロールとの比較から，ヘキサン抽出物でもダニに

対する作用はそれほど強くはないと考えられる。クマ

タケンランとゲットウ葉の種類や添加量の違いによる

差もほとんど認められない。また， 3日後のダニ生存

率を確認したところ，いずれの条件でも 94~100%の生

存率を示し，今回の試験では，抽出物にダニを殺す作

動

て

'%1 

1 0 0 

る 50
ダ

の

制

合

0 -0 2 3 

経過日数(日)

図13メタノール抽出物による

動いているダニの割合

0:クザヲラン抽出物 75μgfcnl，@:同抽出物 150μgfcnl

口:ゲットウ抽出物 75μgfcnl，回:同抽出物 150μgfcnl

・:コントロール(溶媒のみを添加)

用は全く認められなかった。ただしヘキサン抽出物を

添加したものでは，ろ紙上から上のスライドグラスの

方へ移動して動かない個体が多く見られ，ダこに対す

る忌避作用はあるものと考えられた。

1%】

100 

動

L、
て
L、
る

50 
ダ

の

訓

かu 

。
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経 過 は ( 日 ) U 
図14ヘキサン抽出物による

動いているダニの割合

0:クマタケラン抽出物 75μgfcnl，@:同抽出物 150μgfcnl

ロ:lJ" 'yトウ抽出物 75μgfcnl，回:同抽出物 150μgfcnl

・-コントロール(溶媒のみを添加)

7.まとめ及び技術交流事業

これまで取り組んできた技術交流と共同研究の成果

を最終年度の締めくくりとして，進化する紙のかたち

を「紙の七へんげ」企画関発プランにまとめ，総括提

案を行い目的の達成に努めた。

7.1 鹿児島・岐阜工業技術交流事業

(1)推進会議

42ー

平成B年 6月13日(美濃市)

平成B年8月1日(鹿児島・名瀬市)

(2)協議内容

1)展示会場の日程・規綴・セレモニ一等

2)主催地の運営等について(搬入・撤去)

3)リーフレット・ポスター等の製作

参考文献

1)今村順光ら:鹿児島県大島紬技術指導センター業務

報告書 P30(1995)，P22(1996) 

2)高田誠ら:岐阜県紙業試験場研究報告書， P7(1995) 
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鹿児島田岐阜産地工業技術交流会開催事業

一地場産業ネットワーク構築事業ー

今村順光，西決造，恵原要，徳永嘉美，山下宣良，押川文隆，

仁科勝海，中村俊-el，森田慎一判，西元研T*に南晃・ 1

平成4年から，鹿児島・岐阜県の工業系試験研究機関の技術交流を進めてきた。そして，研究内容と組織構

成を次のように設定した。展開竹平板と飛騨春慶塗り技術による新製品の開発，さらに，大島紬製造技術と紙

製造技術等の融合化による新製品の開発を行った。また，鹿児島・岐阜姉妹盟約25周年記念事業及び工業技術

交流 5周年にあたることから，岡県の4会場で技術交流と共同研究の成果を発表するため，両関係機関で協議

を重ねた。これらのことから，両県の主催による成果発表展を開催することで，地域企業等の新分野への進出

や産業奥しにつなぐことを目的に，これまでの試作品を一堂に展示し，消費者並びに産業界からの評価を得た

うえで，よりよい製品づくりに資することを目指した。

1 .はじめに

これまでの技術交流と共同研究の成果を発表するた

め，両県の関係機関で調整を行った。その結果，両産

地の地域企業等の出展協力者も含めて成果発表展を開

催することで，地域企業等の新分野への進出や産業輿

しにつなぐことを目的として，両県の県民に交流の成

果を広く紹介することを目指した。

2.共問研究の組織構成

共同研究のテーマと組織構成を示すと次のようになる。

(1)共同研究テー"""1

「展開竹平板と春慶塗り技術による新製品の開発J

①実施機関

鹿児島県工業校術センター，岐阜県工芸試験場

(2)共同研究テー""，， 2

「両県の地域資源を活用した和紙等の開発研究」

②実施機関

鹿児島県大島紬技術指導セント，岐阜県紙業試験場

3. 成果発表展の開催内容

(1) 開催場所と開催日程

鹿児島県:鹿児島市(歴史資料センター禁明館)

-平成 9年 1 月 24 日 ~26 日

名瀬市(奄美文化センター)

.平成 B 年11月 29~12月 1 日

*1 鹿児島県工業技術センター
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岐阜県:高山市(高山市飛騨体育館)

・平成 8 年 9 月 4 日 ~8 日

美濃市(美濃中央公民館)

.平成 9 年 2 月 16 日 ~19 日

(2) 出展機関と出展内容

1)鹿児島県工業技術センタ}

・展開竹平板の試作品目点，展示パネル3枚

2)鹿児島県大島紬技術指導センター

・企画開発プラン『紙の七へんげ」の企画コン

セプトによる紙布着物，紙布帯，インテリア

用品等の試作品350点，展示パネル29枚

3)岐阜県工芸試験場

・鹿児島県工業技術センターで開発した展開竹

平板に岐阜県の飛騨春慶塗り技術を応用した

試作品30点，展示パネル6枚

4) 岐阜県紙業試験場

・奄美産植物繊維 (8種類)を抄紙した試作品

15点，月桃葉の漉込み紙12点，試験研究品90

点，抄紙実演コーナー，展示パネノレ8枚

5)地域企業の出展協力者

・奄美産植物繊維の和紙を用いた県内外の21名

の作家による作品。(照明具，紙布織物，文

具品，書画・絵画，インテリア用品等)

6) その他

・各試験場紹介パネル，ポスターの掲示， リー

フレット，各要覧，両県のリーフレット等
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4.成果発表展の結果

4.1鹿児島県の開催結果について

(1)奄美会場の結果

開催初日はオープニングセレモニーで開幕し，両県

の主催者側から鹿児島・岐車県との関わり，経緯，意

義等について説明が行われた。開幕後は一般来場者が

各試験場コーナー，出展協力者のコーナー別に展示し

ている試作品を手に取って感触・素材等を確かめなが

ら，担当者らに試作過程の質問・説明を求めた。なか

でも，竹平板と春慶塗りを融合化した試作品について，

市場性，実用化，コスト面に対する質問が多く出され

た。また，抄紙技術と大島紬製造技術を融合化して試

作した紙布織物，残糸緋糸の用途開発では，衝立・タ

ペストリー，照明具等について具体的な商品化に対す

る質問・意見が示された(図 1)。さらに，抄紙実演

コーナーには一般来場者が立ち止まり，質問，手漉き

の体験をされる方々が多く見受けられ好評を得た。

図1 奄美会場の展示風景

(2)鹿児島会場の結果

鹿児島会場でも開催初日はオープニングセレモニー

で開幕した。開幕後は一般来場者が各コーナー別に展

示している試作品を見入っていた。なかでも，出展協

力者の作品には味わい深い力作が揃い，奄美の素材・

題材をアピールして，会場の雰囲気を和らげていると

評価する来場者もいた(図 2)。また，紙布織物等に

ついては，湿潤性，品質性やコスト面に対する質問が

寄せられ，試験内容及び事例等を示しながら説明を行

った。さらに，紙糸の入手先・製造方法について紬製

造業者から技術相談が持ちかけられた。次いで，紙糸

緋の試作品では，衝立・タペストリー・照明具等につ
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いて具体的な製造と商品化に対して感心を示す企業も

あり，インテリア用品等への応用が期待される D

図2 鹿児島会場の展示風景

4.2 岐阜県側の開催結果について

(1)高山会場の結果

高山会場は「木のふれあいフェスティバル」と併催

のため，大勢の来場者で賑わった。主催目的が木工・

家具の展示会であるため，関連のメーカー・企業の方

々が多く見受けられた(図 3)。また，会場にはマス

コミの取材があり，試作品の特徴や，今後の展望5 商

品化の見通しなどの質問を受け，成果品で内容の説明

を行った。そして，岐阜県紙業試験場との技術交流の

目的，共同研究の取り組み，役割分担等について，一

連の関わりを「技術交流の展開」と題してストリータ

ッチに描くため，両試験機関において染色・製織・抄

紙工程の撮影や担当者のインタビューも交えた編集内

容で全国向けに放送された。

図3 高山会場の展示風景

、/
、司副軍擦が
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(2)美濃会場の結果

美濃会場は「公民館フェスティパル」と併催のため，

地域活動の講演会や和紙人形サークル等が聞かれ，多

くの来場者で賑わった。美濃会場においても，残糸緋

糸を活用した紙糸緋の「あんどんのあかり」は注目を

集め，大島紬や奄美を印象づけるのに効果的であり，

話題性に富んでいると製紙関係者から評価を受けた。

また，成果品の結果から(図4)，大島紬の泥染技

術に関心が示され，技術交流を申し出る製紙関係者も

あった。さらに，美濃会場にも鹿児島のマスコミの取

材があり，岐車県紙業試験場との技術交流の目的，共

同研究の取り組み，役割分担等について，一連の関わ

りを「研究のなかまたち」と題したストリーで描く撮

影が行われた。そして，先般開催された鹿児島会場で

ー のセレモニ一等や展示内容も含め，両産地の風土並び

に両試験機関における染色・製織・抄紙工程と担当者

のインタビューも交えた編集構成で九州管内に放送さ

れた。

図4 美濃会場の展示風景

5. まとめ及び技術交流の実施内容

これまで取り組んできた技術交流と共同研究の中で，

幾多の問題，課題をクリアしながら新製品の開発を進

めてきた。そして，一つの成果としてネットワークの

構築を図り，両県において成果発表展を開催すること

ができた。また，岐車県との友好関係を築き，ますま

す発展させるステップとしての役割も果たすことがで

きた。さらに，研究成果の発表を通して，意義のある

結果が，来場者の意見・反応から伺え，消費者並びに

産業界ヘアピールすることができ，当事業の初期の目

的は達成された。

5.1各会場の来場者数

名瀬会場:約800名

鹿児島会場:約700名

高 山 会 場 :11，308名

美濃会場:330名

5.2工業技術受流推進会議の実施内容

(1)平成4年度

1)第 1回推進会議の開催(平成4年11月16日，岐車

県)両県の工業及び試験研究機関等の概要につい

て，相互に紹介し理解を求めた。

2)第 2回推進会議の開催(平成 5年 2月3日，鹿児

島県)両県の試験研究機関から共同研究の可能性

のあるテーマを出し合い意見交換を行った。

(2)平成 5年度

1)第 1回推進会議の開催(平成 5年 9月7日，鹿児

島県)共同研究の可能性のあるテーマから，具体

的に実施できるものについて検討した。

2)第 2回推進会議の開催(平成 6年 2月28日，岐車

県)平成 6年度から取り組む共同研究テーマにつ

いて確認した。

(3)平成 6年度

1)第 1回推進会議の開催(平成 6年 9月8日，岐車

県)飛騨春慶塗りと竹工芸技術の融合化による新

製品開発について打ち合わせを行った。

2)第 2回推進会議の開催(平成 6年10月27日，鹿児

島県)両県の地域資源を活用した和紙等の開発研

究について打ち合わせを行った。

(4)平成 7年度

1 )第 l回推進会議の開催(平成 7年 5月9日，岐阜

県)研究の進め方と役割分担について意見交換を

行った。

2)第 2回推進会議の開催(平成 7年 7月26日，鹿児

島県)研究の進捗状況について報告を行った。

3)第 3回推進会議の開催(平成 7年10月18日，岐阜

県)技術交流成果発表展の開催について検討した D

(5 )平成8年度の推進会議の内容は本稿「奄美産植物

による繊維活用新製品の開発」に記載します。

なお，この成果発表展に際し，協力を頂いた両県の

関係機関及び職員の方々，さらに，賛同して頂いた出

展協力者，そして，展示品の設営・撤去をして頂いた

ボランティアの方々など諸氏の協力・支援に対して厚

くお礼を申し上げます。

F
h
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A
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直織による紋織製品開発研究(第 1報)

恵川美智子，平田清和，福山秀久，市来浩一，押川文隆

大島紬の緋表現について，従来の平織に捕われずに，織組織を変化させた新しい緋表現による紋織大島紬の

研究を行ってきた。これまでは紋組織と紋緋のパターン化を行ってきたou，u 紋織の製織は大島紬用高機

手織機に紋織用の紋綜統を取り付けて行った。この方法では，織組織の展開で制約があり，簡単なパターンの

織組織が中心になっている。

本年度は，大島紬の図柄の複雑な模様を紋組織と紋緋で表現するために，自由に織組織を展開できる紋織用

ジャーカードの直織装置を用いて，紋織大島紬をパターン紋織から柄紋織へと展開した。

1 はじめに 簡単にできるように経糸用通じはジャカードのたて針

大島紬の新たな緋表現として，織組織に検討を加え，

平織から紋織へ緋表現を展開しているところである。

リ， 2) 紋織には，従来大島紬に使われている 2枚の

綜統による平織専用の手織機に紋織用の紋綜統を取り

付け使用した。この綜統による方法では，経糸は綜統

で同一操作のグループを構成し決められた複数の糸の

集団を操作する。このため紋織は，経糸仕掛(綜統)

や経糸操作(関口)に制約があり，パターンの簡単な

紋織に限られていた。紋織を単調なパターンから変化

のある柄に発展させるには，経糸操作が鍵になる。紋

織に通常用いられるジャカード織機では，経糸 1本 1

本を任意に操作でき自由に織組織を組めるととから，

紋組織と紋緋について，紋綜統による紋織より自由な

緋表現が期待できる。これまでに，平成5年度に大島

紬用高機手織機に紋織用のジャカードの直織装置を取

付けた紋緋用直織機による基礎試験を行っている。

1本に l本使いとした。製織は，フロッピーの紋柄デ/

ータの情報をコントローラーを介して手織機につなげ，¥_J
手織機の経糸の関口動作関係を直織装置で制御し足踏

本研究は，これまでの紋織の研究を基にして大島紬

の緋図案の柄を織組織で表現し，さらに紋緋にして，

紋織大島紬をパターン紋織から柄紋織に発展させるこ

とを目的とした。紋緋用直織機を用いて紋織大島紬の

研究を行った。

2.研究方法

2. 1材料

大島紬原料を従来の素材と製法はそのまま使用した。

2.2手織機及び製織方法

手織機は紋緋用直織機で，紋紙を使用しないでフロ

ッピー情報で織物を織上げる装置(カードレスジャカ

ード)を使用した。紋緋用直織機は，自由な柄表現が

46 

みスイッチで関口を行い，緯入れ筋打ちは手動で行う

方法の手織りで行った。

ジャカード規格

口数 1，200口

針数総針数 1，368本(12列x114行)

有効針数 1，240本

柄内部分 1，200本(針l本に経糸l本対応)

耳部分 40本(針l本に経糸2本対応)

コントローラー仕様

適合ヂサ CGSシンク")f，CGSマルチ

7日ッtO
_ 3.5インチ1FDD

2.3紋紙デーク作成及び紋織試験

紋緋用直織機でのCGS紋紙データの作成に際しては，

京都市染織試験場作製のCGS紋紙作成システムによるソ

フトを使用した。

2.3.1パターン紋織

これまでに紋綜統で展開したパターン紋織の織組織

の紋紙データ化と，無地紋織と緋紋織(紋緋)による

試験織りを行った。パターン紋織のデータ作成手順は

次のとおりである。:?ll紙及び付属組織を作成し登録す

る。柄修正メニューでファイルを選択し，針とじ組織

の指定で組織を作成，拡大修正モードで紋紙の組織を

確定し，紋紙への書き戻しを行って実行用紋紙データ

を作成して，直織機で試験織りを行った。

u 
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2.3.2柄紋織

柄紋織は，大島紬の緋による柄模様を織組織で表現

する。緋使いによる緋の配置パターンを基に描カ亙れた

図案(図柄)の緋模様の部分だけを紋組織にし，緋模

様の無い部分は平織組織とする。図案は，緋模様を飛

び飛ぴに配置した図柄で，平織地組織部分が多く直織

による紋織の特徴が分かりやすい地空き飛ぴ柄とした。

図案から織組織で紋柄を起こし，織組織の紋紙データ

化と，無地紋織と緋紋織(紋緋)による試験織りを行

った。柄紋織のデータ作成手順は次のとおりである。

空紙を作成し登録する。柄修正メニューでファイルを

選択し，針とじ組織の指定でベースとなる地組織を作

成，修正モードで紋紙の地組織を確定し，拡大修正モ

ードで柄部分の柄組織を作成，紋紙への書き戻しを行

って実行用紋紙データを作成して，直織機で試験織り

を行った。

2.4織物規格

原料糸 大島紬用練り絹糸

2.4.1 無地紋織 (J~ターン紋織)

経糸 40.0 g /2， 500rn 

緯糸 40.0 g /2，500rn 

染色 経糸未染色(白糸)

緯糸未染色(白糸)

簸密度筋幅 15.5算 (640535])/41.6cm 

経糸総本数 1，280本

2.4.2無地紋織(柄紋織)

経糸 31.0 g /2， 500rn 

緯糸 40.0 g /2， 500rn 

染色 経糸泥染め

緯糸未染色(白糸)

策密度簸幅 15.5算 (620羽)/40.0cm 

経糸総本数 1，240本

2.4.3 緋紋織 (J~ターン紋織，柄紋織)

大島紬原料 7.2マルキ ヨコ緋

経糸地糸 31.0g /2， 500rn 

緯糸緋糸 32.0g /2， 500rn 

地糸 30.0 g /2， 500rn 

策密度第幅 15.5算 (620535])/40. Ocm 

経糸総本数 1，240本

糸密度 経糸 31本/cm

緯糸 28本/cm

緋締め法 交代締め
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緋締め筋密度 15.5算

緋使い

図案の越数

染色

3.1紋紙データ作成

3.1.1パターン紋織

1モト越式

1，152越

緋糸 泥染め，合成染料染め

地糸泥染め

3.結果

大島紬の緋の模様は独自の緋使い(緋糸と地糸の配

列による緋の配置)をベースに描かれる。緋は経緋糸

と緯緋糸の交差する位置に配置される。耕の位置は，

緋糸と緋糸の聞に地糸が何本配列されるかで決定する。

紋織大島紬の織組織は，緋の配置される位置の織組織

を平織組織から変化させ紋組織にする。緋使いの種類

により緋の配置パターンがあり，それに対応した紋組

織にする。緋使いによりパターン紋織の組織が決定す

る。紋紙データ作成は，緋使いがカタス越式， 1モト

越式， 1モトカタス越式， 2モト越式のサべとベタの

緋配置で行ったo u，u，c)，d) パターン紋織は組織

パターンの 1)1債の糸数が少ないので紋紙データ作成上

の問題はなかった。(図 1，2， 3) 

図 1 平織

図 2 パターン紋織 lモト越式

サべ紋織の基本型
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3. 2. 2緋紋織(パ9ーン紋織，柄紋織)

緋紋織は，緋と織組織を組合せ緋合わせを行って紋

緋にした。

パターン紋織による緋と織組織の組合せは，大島紬

の緋使いにより決められた繰り返しパターンの紋組織

に緋模様を織出す。パターン紋組織は織布の柄内全部

に配置される。図柄により緋と織組織の組合せができ，

緋と紋組織が組合うと紋緋(緋紋)になり，組み合わ

ないと地紋になる。図柄は織組織でなく緋で表現して

いる。パターン紋織の織組織は緋使いによる緋配置を

表現しており，緩密度と緋使いが同じであると図案に

描かれた図柄の緋模様を選ばないので，紋織の紋紙デ

ータは図案が替わっても同じものでよい。

し〉 柄紋織による緋と織組織の組合せは，柄組織と糊

様を組合わせて緋合わせをして紋緋にした。柄組織が

図柄を表現しているので緋合わせでは，緋模様の位置

決めの目安になった。図案に描かれた図柄は緋と織組

織で各々表現しているので，図案に合わせて専用の紋

織の紋紙データが必要である。(図 6)

4. まとめ

直織装置を用いて，大島紬の餅模様の表現が柄紋織

で可能である。平織組織に緋模様部分だけを紋組織の

紋柄で表現できた。パターン紋織では模様部分と地空

き部分の総て紋組織であるのに対し，柄紋織は模様部

分だけが平織地組織より浮きだす形の紋織になった。

緋表現は，パターン紋織のベタ紋織の場合，図案の

図柄によっては平餅と紋緋になる。柄紋織の場合，パ

...... ""ターン紋織のサベ紋織と同様に緋と紋組織が総て組み

合う紋緋になる。柄紋織はこれまでのパターン紋織と

も異なった緋表現ができた。一般に紋織で柄模様を織

出す場合， 1本の緯糸(色糸)では色無地の紋織にな

り，模様は地模様(地紋)になる。多数の色使いによ

る模様を織出す場合，その色数の緯糸(色糸)が必要

である。紋織大島紬の場合， 1本の糸に多数の色を使

って餅糸が作られているので，他の色糸による紋織の

様に多数の緯糸を必要としないで柄表現ができる。柄
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紋織は.新たな大島紬を作る有効な手法であることが

確認できた。

今回は，緋の模様の部分は紋組織で，緋の模様の無

い地空き部分は平織地組織で表現したが，緋と柄組織

との組合せによっては地空き部分に柄組織を組むこと

で，部分的に餅紋織(紋緋)と無地紋織(地紋)の組

合せによる柄表現が可能であり，多彩な紋織が期待で

きる。今回の柄紋織は， 1モト越式のパターン紋織の

サベ紋織やベタ紋織の基本型の組合せによる紋柄の緋

表現であった。大島紬の織締め緋は，緋の大きさが異

なる変化緋がありパクーン紋織にも変化型がある。今

後，直織による紋織製品の多品種化に向け紋部の大き

さが異なる変化裂や他の緋使いによる柄紋織について

も検討を加えたい。

謝辞

今回の紋緋用直織機でのCGS紋紙データ作成に際し，

CGS紋紙作成システムのソフトを提供いただきました京
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用語

a)カタス.糸 1本。

b)モト :糸 2本。

c)サベ :一定間隔による緋の配置方法。

緋と緋の間隔が緋糸と地糸の配列の 1順で，

緋を並べて配置する。

d)ベタ 回一定間隔による緋の配置方法。

緋と緋の間隔が緋糸と地糸の配列の 2順で，

緋糸と地糸の配列の 1順毎に緋を交互にズ

ラして配置する。
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画像処理システム利用によるデザイン開発

富山晃次，平田清和，福山秀久，押川文隆，山下宣良，西決造，大瀬久幸判

最近の市場ニーズは高度化が進む中，新商品開発とデザイン改良は経営面からも重要性を増してきている。

新規需要の開拓を図るための一手段として，フォーマル化に対応できる「付けさげ柄」デザイン開発を行って

きた。平成4-5年度に「悠久の美」 1}2}，平成6年度に「城壁の唐草」叫，平成7年度に「雲間の径」叫の

試作を行い発表してきた。

画像処理システム(カヤバ工業側製:GD1200)を利用してデザイン開発を行い，ダイレクトジャカードシス

テムを支援し，特に付けさげ柄等きもののデザイン開発など高度なデザイン開発によって，新商品開発の具現

化を目指す。

1 .はじめに 客員指導員や業界の方々の希望・指摘・意見を参考

大島紬のフォーマル化に対応するために，とかくこ

れまでネックになっていた経緋締め工程の合理化・省

力化が，画像処理技術によるデザイン開発でダイレク

トジャカード方式への移行で可能になった。

に，大島紬独特の十の字緋とサベ緋の単純表現ながら/、

本来の大島紬から逸脱しないデザインの大島紬「付け '-.J

さげ柄」のデザイン開発を行った。

起業化技術指導のため客員指導員 3名も加わり，

「画像処理システム」を実際使用して，若年層を対象

にしたフォーマル化に対応できる斬新で大胆・自由な

発想からなる，特に「付けさげ柄」等デザイン開発に

よって新規需要の開拓を図り，多品種少量短納期生産

による新商品開発が可能か等検討した。

2 研究の方法及び試作内容

2.1 デザイン開発

(1)先進地デザインイメージ調査

(2)パイロットデザイン開発

(3)創造的オリジナルデザイン開発

2.2 緋図案作成

日D1200で作成した緋図案のデザインデータを，ダイ

レクトジャカード締め機へ移送するため

(1)きものレイアウト図作成

(2)約 7分の lになるきものレイアウト図に下絵を描

き読み取り

(3 )きものレイアウト図と下絵合成

(4)輪郭線取り，緋詰めなど緋図案作成

2.3 付けさげ栴デザイン開発

*1大瀬絹織物(有)代表
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2.3.1 r付けさげ柄」開発

①15.5算 1モト越し式 (図 1) 

地詰まり付けさげ柄「波頭」

640羽鐙使用両耳40羽耳内150閉

経緋301品緯緋9，225品

②15.5算 1モト越し式 (図 2) 

地空き付けさげ柄「古典唐草」

640羽鐙使用両耳40羽耳内150閉

経緋301品緯緋2，724晶

2.3.2 きもの各部仕立て上がり寸法

( 1鯨尺=37.875cm 

経緋3% 緯緋7%織り縮み込み)

前幅 6寸5分 26.3c皿

後幅 8寸 32.4cm 

妊幅 4寸 16.2cm 

袖丈 l尺 5寸X4 58.5c皿X4

身丈 4尺B寸x4 187.4c皿X4

妊丈 4尺 5寸5分x2 177.1cmX 2 

(衿丈かけ衿丈 9尺 1寸 355.0c皿)

織り切り長 3丈5尺4寸 1，342.9cm 

2.3.3 着物各部図案間数

前幅 102間 (26.3c皿x5.5羽/c皿-:-4羽/問)

後編 124間 (32.4c皿x5.5羽/cm-:-4羽/間)

柱幅 64問(l6.2cmX5.5~~/c田 -:-4 羽/間)

l__) 
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袖丈 205問x4

(58.5cmx4羽/cm74羽/間)

身丈 656関x4

(l87.4cmx4羽/c皿-;.-4羽/間)

妊丈 620悶X2

(177.1cmx4羽/c皿74羽/間)

(衿丈かけ衿丈 355c皿x4羽/c皿74羽/問)

総関数 4685間

(l342.9c皿X4羽/c皿74羽/閲)

製織時黒道24間 (6.9c皿X4羽/c皿74羽/間)

2.4 付けさげ柄試作

若年層等を対象とした斬新で大胆なフォーマル調

「付けさげ柄」デザインは，経緋入として 5モトヌキ

の十の字緋とサベ緋により，図柄の濃淡陰影表現とし

た。

なお，きもの各部の区切りに黒道を入れ，織りの目

印とした。

2.4.1 使用原料糸

(1)糸 種大島紬用本絹糸

(2)化学染料染色 経 40g付(1絃2，500m)

緯 40g付(1総2，500m)

(3)撚 数経 250T/m 

緯 120T/m 

2.4.2 織布規格

(1)組織

」l(2)密度

(3)糸密 度

紋織り

15.5算 640羽

経糸31本/c皿

緯糸28本/c皿

(4)緋製 法 経緋 14算鐙使用

緯緋 15.5算簸使用

(5)品 数 経品①301品②301品

緯晶①9，225品 ②2，724品
(6 )カゴ綿糸引き込み本数 5モト・ 3モト

(7)抱合数 B本/フス

(8)堅糊張り イギス 3%O.W.S 

(日)染色方法 化学染料染色
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(10)製 織 高機による手織

3.結果と考察

作図していく上で，きもの全体を見ながら縫い合わ

せ部分の重なりを気にすることなく，柄のつながりを

注意しながら作図できるので，緋図案作成そのものは

スムーズに行うことができた。

しかし，縫い合わせ部の上下へのコピー機能が余分

に働く場合があった。例えば，右後袖ー右後身頃に柄

がつながっている場合，きものレイアウト上前身頃・

後ろ身頃の縫い合わせは即，上下コピーの機能が働い

てしまうことになり，この場合右前身頃まで柄が入り，

身幅を出す場合不都合となる。また，妊と衿の部分，

袖と身頃の部分等今後色々なケースが出てくることが

想定され，きものレイアウト図作成とコピー機能の部

分改良・検討が必要と思われる。

4固まとめ

きものレイアウトは裾模様の横方向への縫い合わせ，

柄のつながり部分の上下コピーは完壁であるが，前身

頃ー柱ー衿，前袖一前身頃，後袖一後身頃のコピー機

能が余分なものになってしまう。

緋図案を作成していく場合，ラスター方式のため能

率が悪く効率化・作業時間の短縮を図ることが必要で

ある。

また，込み入った柄の輪郭線取り作業の効率化・時

間短縮化等を課題として，バージョンアップを図って

いきたい。

終わりに，仕立て上がり想定図(図 1，図 2)を示

す。
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図1 地詰まり付けさげ柄「波頭」 図2 地空き付けさげ柄「古典唐草」
、‘旬静，.，.

円
ノ
臼

F
h
u
 



カラー亀甲の開発自

カラー亀甲の開発

徳永嘉美，恵、原要

男物亀甲大島紬の多様化の一環としてカラー亀甲の開発が考えられる。家内工業がほとんどである当産地に

おいては，製品での試作見本を揃えるのには大変なリスクを伴うので，亀甲カラーデータ・ブック(泥大島紬・

白大島紬・色大島紬用のそれぞれし 093配色)を作成して，カラー亀甲開発の支援体制を整えた。そして，こ

のデータに基づいてカラー亀甲を開発試作し，さらにカラー亀甲は主に化学染料を使用するので，風合いの問

題を草木泥染め，白土(カオリン)染め等で検討して提案した。

1 .はじめに

男物亀甲大島紬は，現在値崩れが起きて苦戦を強い

られているが，これは現下の和装需要減退のみならず

泥茶・泥藍に傾注する産地の量産システムにも起因し

ている。そのような中，問屋からバラエティーに富ん

だカラー亀甲の商品が求められているが，製品での試

作開発にリスクが伴うのでうまくコミュニケートでき

ていない。そこで，問屋との情報交換に有効なあらか

じめ仕上がり状態が予測でき， しかも先染めにおける

色の再現性を高める亀甲カラーデータ・ブックを作成

した。そして，亀甲の主産地である笠利町の行政にも

予算化を依頼し，同町に発足している商品開発研究会

を支援する体制を整えた。

そして，作成したカラーデータに基づいてカラー亀

甲を試作した。さらに，カラー亀甲は主に化学染料を

使用するため風合いの問題が懸念されたので，草木泥

染め，白土染め(カオリン)等での風合いの問題も検

討した。

2. カラーデータ・ブックの作成

2.1 MMカラーシートについて

商品の世界は，色やイメージのほんのわずかな違い

が，成功と失敗の明暗を分けることになる。そのため

には，生活者の環境にあるフルカラーし 970万色といわ

れる色数を，色の三要素である色相・明度・彩度に応

じてシステマティックに集約して活用することが望ま

れる。

このことから， c槻日本カラーデザイン研究所では色

の物差しとして独自に開発したカラーイメージ・スケ

ールに基づいて，色相とトーンによるシステマティッ

クなチャートを作成している。さらにこのチャートを

シート化したMMカラーシート (1，093色)を商品計画

用として販売しているので，今回はこれを活用して基

本色のベースとした。図 1に色調を12のトーンに分け

システム化されたチャートの一部を示す。

図 1 MMカラーチャート

2.2亀甲カラーデータ・ブックの作成

上記のMMカラーシート (1，093色)の色数とトーン

バリエーションの活用の可否を判断したところ，十分

使用可能であったので，このカラーシート上に製品の

亀甲の図柄を写真製版し， 3種類の手刷りのシルクス

クリーンで印刷してカラーデータ・ブックを作成した。

作成したカラーデータ事例を下記に示す。

(1)泥大島紬用亀甲カラーデータ・ブック(1， 093色)

地色が泥大島紬の黒色上に亀甲の色緋で配色され

るカラーバリエーション(一部を図 2に示す。)

図 2 泥大島紬用亀甲カラーデータ・ブック
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(2) 白大島紬用亀甲カラーデータ・ブック (1，093色)

地色が白大島紬の白色上に亀甲の色緋で配色され

るカラーバリエーシヨン(一部を図 3に示す。)

図3 白大島紬用亀甲カラーデータ・ブック

(3)色大島紬用亀甲カラーデータ・ブック (1，093色)

白の亀甲緋に地色が色大島紬の色で配色されるカ

ラーバリエーション(一部を図4に示す。)

図4 色大島紬用亀甲カラーデータ・ブック

3.カラー亀甲の試作

作成した亀甲カラーデータ・ブ、ックから，筆者が配

色の調和や手織が可能な緋の見え方等を独自に判断し

指定色を選定した。

次に，この指定色に基づいて草木泥大島紬，色大島

紬によるカラー亀甲を試作した。なお，試作の一部を

市場に見られない本亀甲とし，化学染料使用の色大島

紬については，白土による風合い処理等も検討した。

3.1カラー普通亀甲大島紬の試作(図 5に示す。)

(1)試作条件

濁色をベースとする中間色の表現と泥染めに近い

風合いの表現

(2)織物設計

15.5算二元越し式広幅普通亀甲

図5 カラー普通亀甲大島紬

(3)緋締法

経緋14算 1品，緯緋15.5算 2品

(4)染色法

経緯緋地糸とも幸福の木による草木泥染め

3.2カラー亀甲小中柄大島紬の試作(図 6に示す。)

(1)試作条件

濁色をベースとする中間色の表現と泥染めに近い

風合いの表現

(2)織物設計

15.5算五元越し式広幅普通亀甲(小中斜め柄)

(3)緋締法

経緋14算 l品，緯緋15.5算4品

(4)染色法

経緯緋地糸とも椎の木による草木泥染め

図6 カラー亀甲小中柄大島紬

3.3化染力ラ一本亀甲大島紬の試作(図 7に示す。)

(1)試作条件

清色をベースとする中間色の表現

(2)織物設計

15.5算二元越し式広幅本亀甲

(3)緋締法

経緋14算 1品，緯緋15.5算3品

(4)染色法

経緯緋地糸とも化学染料染め(白土の風合い処理)

図7 化染カラー本亀甲大島紬
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3.4化染力ラ一本亀甲大島紬の試作

上記，図7の化染カラ一本亀甲大島紬と同じ色及び

柄設計による化染カラ一本亀甲を試作したが，この製

品は風合い処理を施さず，白土によるものとの比較の

ためであるので図示を省略する。

4.まとめ

商品のセールスポイントをまとめると，商品の性質

(機能)であり，価格であり，そしてソフト情報であ

る感性に分けられる。この中で，現在は特に感性が機

能，価格よりも商品の売れ行きに大きな影響を及ぼす

時代となってきている。このように感性が問題視され

るのは，文化の成熟に伴って個性が多様化しているの

で，消費者ニーズの微妙な違いに応じての商品開発の

しJ あり方が取り上げられるためである。そのためには，

商品を感性の側からとらえるマーケティング，すなわ

ちカラー・デザインを基にしたイメージ戦略が重要と

なってくる。

u 

このような時代背景の中で和装である男物大島紬の

産地を分析してみると，依然として亀甲の泥茶・泥藍

の商品アイテムの量産体質から脱却出来ないでいる。

このカラー亀甲の開発奨励は時宜を得たものと思わ

れるが，業界の商品アイテムの拡大についてこれまで

遅々として進まなかった原因の一つにカラーデータ・

ベースの不足が挙げられよう。

そこで今回，商品計画に欠くことの出来ない色見本
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帳として，織り上がり状態が予測できる亀甲カラーデ

ータ・ブックを作成し，それに基づいての試作を行っ

たところ，容易にカラーバリエーション化が可能とな

った。また，清色と濁色の違いによる試作も図られた。

さらに，このデータにより色の三要素である色相・

明度・彩度が簡単に把握でき，緋と地色の関係により

製品製造で最も重要な製織可能ラインを見いだせるの

で，緋製造失敗のリスクを回避することができると考

える。

5.今後への展望

男物大島紬の振興策について，当センターではこれ

まで「亀甲」に付随する「鶴」の柄を開発して，鶴亀

めおと大島紬をブライダル商品とするマーケティング

戦略を構築してきた。

本年度は，男物大島紬の特に亀甲柄の色についての

多様化に関わるカラー化を提案した。

今後は，亀甲以外の柄すなわち男物大島紬は亀甲柄

以外に「花ンカJ r西郷」などのように多くの伝統小

柄を保有しているが，緋製造あるいは製織の複雑さか

ら現在広く普及していない。そこで，散逸しつつある

これらの小柄を調査研究して，柄の名称、と図案及び分

解図，あるいは緋製造方法と製織技法などを標記した

形でのデータベース化を図り，大島紬小柄文様集(伝

統文様編・創作編)としてまとめることで，男物大島

紬の多様化に供したいと考えている。
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二次加工大島紬の開発
ーデザイン研究会支援事業一

徳永嘉美，恵原要，植田正輝判

デザイン研究会(染と織の会)の支援を兼ねて，現在多くの企業が保有しその有効利用が図られていない製

品原料である意匠糸，あるいは予備糸である緯緋残糸を用いて二次加工することで，従来の大島紬とは異なる

商品の開発を行った。その結果，やたら織りによる配色実験の結果を踏まえながらのジヤジャ織草木泥大島紬，

スクイ織草木泥大島紬，緯組合せ柄裾模様大島紬，経緯組合せ柄裾模様大島紬，経緯総柄遠い自大島紬，大島

紬緋帯などをそれぞれ試作することができた。

1 はじめに

本場大島紬の着尺産地におけるデザインに対する認

識は，問屋の銚え図案の廃止に伴って産地自らのデザ

イン開発の必要性に迫られ，年々その関心が高まって

きている。また，多様化時代を反映して，企業独自の

商品開発が試みられ個性化も進行しつつある。

このような状況の中で，産地内において各種技術研

究会等のグループが生まれ，自助努力による活性化へ

の模索が行われるようになってきた。デザイン研究会

もその中の一つであり，本年度笠利町に発足したデザ

イン研究会(染と織の会)は，着尺にこだわらずテキ

スタイルという新しい分野での創作活動を行おうとす

るグループであり，大島紬の多様化においてそのせん

べんをつける意味からも，当センターと同町の行政が

共に支援を図ることとした。

本報告は，デザイン研究会への技術支援を兼ねて現

在多くの企業が保有しその有効利用が図られていない

製品原料である意匠糸，あるいは予備糸である緯緋残

糸を用いて二次加工することで，従来の大島紬とは異

なる商品の開発を行ったものである。

2.デザイン研究会の意義

本場大島紬は，わが国の伝統織物の中でも高位の地

位にあり，本県の重要な地場産業として地域経済社会

の形成に大きな役割を果たしているが，近年における

生活様式の変化に伴つての消費者ニーズの多様化・個

性化や全国的な和装需要の低迷などにより生産反数も

年々減少してきている極めて厳しい状況にある。

*1染と織の会代表
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こうした情勢にあって，当企業が適切な対応を行い

将来にわたる事業の展開を進めるためには，従来のよ r 、

うに個人企業のみの技術ではなくて，種々の分野の技〕

術・情報の複合化，融合化を図り，新技術・新製品の

開発，製品の高付加価値化や生産性の向上あるいは新

分野進出などに積極的に取り込んでいく必要がある。

また，デザインの認識についても年々高まり，その

領域も生活・文化・産業のあらゆる面で拡大し，その

重要性は従来にも増して高まりつつある。これらデザ

インニーズの高まりに対応するため，デザイナーや企

業，産地組合や関係機関などのデザイン関係者がネッ

トワークを形成し，幅広く受流することが重要視され

ている。

このため，本県にデザイン研究会を発足しデザイン

マネージメントの強化を図ることは，会員相互の技術

開発，経営問題に関する共同研究，情報交換，技術移 l

転等を進める上で，会員はもとより地1域成産業における 〉

技術の高度化と振興に寄与するものとして，大きな期

待がかかっている。

3.デザイン研究会設立の経緯

当産地におけるデザイン研究会設立の経緯をみると

過去に二グループが発足している。一つのグループは

女物大島紬の製造に関わるデザイナー及び企業家グル

ープによる研究会である。この会は，当センターの新

築移転に際し機器整備事業として，大島紬の図案設計

にCADシステムを導入したので，これの技術研修を

主な活動目的とし，業界へコンビュータによる図案設
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計技術の普及を図った。

一方におけるグループは，男物産地である笠利町に

発足した商品開発研究会である。この会は，亀甲に代

わる新小柄の開発を目的とする企業家のグループであ

る。その主な活動事例は，当センターの CADシステ

ムの小柄シミュレーション機能を活用する技術研修を

踏まえて，新小柄の開発を行ってきた。しかしながら，

現在の CADシステムは，規則的な緋配列である女物

大島紬に適したツールであり，男物大島紬である小柄

のランダムな緋構成でしかも糸一本への情報を必要と

するものに対しては限界があったので，より複雑な緋

構成による高級品の開発までには至っていない。とこ

ろがこれまでのシステムは，アウトプットに機能不足

が挙げられ糸一本への情報化が困難であったのが，近

年の高精画なプリンターの登場でこの問題が解決でき

る可能性が見えてきたので，同システムの開発を早急

に行う必要があると考えている。

他方において本年度は，着尺だけにこだわらずテキ

スタイル分野への展開をも試みようとするグループの

デザイン研究会(染と織の会)なども，笠利町産業振

興課紬係の専属配置を受けて発足し活動を開始した。

4.染と織の会の活動状況

平成8年4月10日に笠利町役場において，県(当セ

ンターデザイン研究室 2名)，町(町長，産業振興課

長，紬担当者)と会員 4名の参加で発足式を行った。

そして，現在月 2回のペースで研究会を行っており，

本年度はまず会員の資質の向上と情報の収集，そして

) 今後の活動の方向を探るために，講演会の開催と沖縄

-宮崎を中心に他産地作家の活動状況等を現地調査し

研修を行った。

実績としてしばらくは，調査研究を主眼とするため

研究会自らの創作活動は今後の課題である。そこで，

まずは当センターが「身近にある紬残糸の有効利用に

よる新製品の開発」を提案して，開発したデザインに

基づいて試作を検討する方向で研究会を進め初年度の

まとめとした。

以下は，その試作に関する事例である。

5.二次加工大島紬の試作

5.1大島紬の未利用糸について

大島紬の未利用糸とは，問屋からのロット制限ある
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いは緋製造のミスなどによる製品化されなかった製品

原料であり，この他に特に多く発生するのが緯緋予備

糸の残糸である。図 1にl企業の一年間に発生した緯

緋予備糸の残糸を示す。

図1 緯緋予備糸の残糸

5.2二次加工について

上記したこれらの未利用糸を有効に生かすとした場

合，目的に応じて再加工する二次加工技術が必要とな

ってくる。これらの二次加工の考え方を整理すると以

下のようになる。

①未利用糸を抜染あるいは重ね染めで，糸の段階で再

加工する。

②未利用糸をいったん製織して，抜染あるいは後加工

技術で再加工する。

③上記①と②の技術を複合するロ

④未利用糸を着尺の目的以外に再加工する。

⑤未利用糸を混撚し再加工する。

⑥未利用糸と新繊維素材あるいは植物繊維素材と混撚

-交織し再加工する。

5.3配色実験織の試作

緋残糸の二次加工を行う前に配色実験織を行って，

織上がった状態での色の出方を確認する必要がある。

そこで，未利用の 9マルキ泥茶大島紬の製品原料を活

用して，経・緯緋糸にピピットトーンの基本10色(R，Y

R，Y，GY，G，BG，B，PB，P，RP)の色で二次染色加工して，経

・緯緋の色違いによる配色実験の試作を一元越，総緋，

グラデーション，ストライプ，交互重ね織りなどの方

式で、行った。図 2にグラデーション方式による一事例

を示す。
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粉末天然色素剤を用いた新染色法の研究(第 2報)

向吉郁朗，安藤義則，仁科勝海，操利一川

平成7年度は，シャリンパイ拍出液の乾燥粉末を用いた絹糸の染色条件について検討し，最適条件を見いだ

した。 H

今年度の試験では，鉄媒染処理条件について検討したので報告する。

硫酸第一鉄による媒染において，石灰溶液で前処理することにより鉄イオンの吸着が増加することが分かった

ので石灰溶液での処理時間の影響について試験を行い，号|張り強度，伸度，色度(L*，A*， Bつ，灰分， Ca， Fe に

ついて測定した。

その結果，石灰溶液で前処理の時聞が長いほど，色は黒さを増し(明度L*の低下)，鉄イオンの吸着量は増加

していることが分かった。引張り強度， {I申度は，あまり影響を受けていなかった。

1 緒言

大島紬における泥染めは約60工程で，手作業により

染色される。本研究では，当センターで開発したシヤ

リンパイ抽出液の凍結真空乾燥2)による粉末を用いて，

染色工程の短縮を図ることを目的とする。

昨年度は，シャリンパイ色素の絹糸に対する吸着条

件について試験した。今年度は，鉄媒染の条件につい

て検討を行った。

予備試験により硫酸第一鉄による媒染において，石

灰溶液で前処理することにより鉄イオンの吸着が増加

することが分かったので石灰溶液での処理時間の影響

について下記のとおり試験を行った。

2.1 使用薬品

①使用絹糸

2.実験

30g付き大島紬用緯糸

②シャリンパイ粉末

シャリンパイ抽出液の真空凍結乾燥による粉末

③酢酸(特級)

④水酸化カルシウム(特級)

⑤硫酸第一鉄(特級)

⑤塩酸ヒドロキシルアミン(特級)

2目 2 i排↓の調製

①シャリンパイ粉末による絹糸の染色

ステンレス容器に絹糸 (90g)と染色液(シャリン

* 1 鹿児島県工業技術センター

パイ粉末川，酢酸0.5%になるように調製した水溶 υ
液) (300mQ)を入れ， 1000Cで4時間加熱，加熱後

室温で一晩放冷，絹糸を取り出し洗浄し乾燥させず

に媒染試験を行った。(増量率:約20%)

②石灰溶液

水酸化カルシウム 10g/ Q 

③硫酸第一鉄潟液

硫酸第一鉄 2gと塩酸ヒドロキシルアミン10g(鉄

イオンの酸化防止のため)を水 1Qに溶解した水溶液

2.3 媒染紙験

シャリンパイで染色した絹糸を室温で所定の時間石

灰溶液につけたのち絹糸の一部を取り出し灰分と Ca

の量を測定した。残りは，軽く洗浄したのち室温で30

分間硫酸第一鉄溶液につけ媒染を行った。

媒染後，洗浄，乾燥し引張り強度，伸度，色度(Lヘ)
A*， B*)，灰分， Ca， Fe量について測定を行った。

染色条件および試験結果を，表 1に示す。

3 結果

図 1，2にそれぞれの試験結果を示す。

① 引張り強度，伸度は石灰処理時間にあまり影響を

受けないことが分かった。

② 石灰処理後のCa量は，石灰処理時間45分まで増加

し，その後ほぽ一定になることが分かった。

③ 鉄媒染後のCa量とFe量は，石灰処理時間20分まで

増加し，その後ほぽ一定になることが分かった。
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④鉄媒染後の明度 (Lつは，石灰処理時間20分まで

増加し，その後ほぼ一定になることが分かった。

⑤ 石灰処理を行わない場合，鉄イオンを吸着しにく

いことが分かった。

4.結言

今回の試験結果になる理由について，研究の余地は

残されているが，シャリンパイの鉄媒染において，石

灰溶液による前処理を行うことにより，鉄イオンが短

時間で吸着しやすくなることは分かった。

また，木酢酸鉄を使用した場合も同様の結果を得て

新
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参考文献

1)向吉郁朗:鹿児島県大島紬技術指導センター業務報

告書， p49 (平成 7年)

2)操利一色:鹿児島県大島紬技術指導センター業務報

告書， p38 (平成4年)

表 l 試験条件および試験結果

石灰処理 引張り 引張り 色度 石灰処理後 鉄媒染後

時間(分) 強度(gf) 伸度(%) L事 A申 B+ 灰分(目) C a (%) 灰分(目) C a(%) F e (%) 

。 498 18.8 36.35 11. 77 14.79 0.21 0.03 0.07 

5 483 16.7 25.44 5.25 6.24 2.23 1.04 0.79 0.12 .0.30 

10 549 20.2 21.63 3.71 4.12 3.03 1.44 1.16 0.18 0.52 

20 494 18.8 20.27 2.36 2.56 2.81 1.35 1.59 0.21 0.67 

30 493 18.9 21.80 3.05 3.62 3.24 1.54 1.14 0.15 0.54 

45 465 18.1 19.22 2.73 2.81 3.65 1. 77 1.51 0.22 0.58 

60 483 17.4 19.30 2.63 2.62 3.64 1. 75 1.48 0.22 0.60 

120 480 18..9 19.70 2.81 2.87 3.36 1.68 1.42 0.22 0.52 

150 500 19.4 18.99 2.49 2.52 3.54 1.68 1.32 0.19 0.45 

180 527 19.9 21.29 3.30 3.68 3.25 1.57 1.11 0.18 0.55 

に~~
未媒染 495 18.9 46.49 20.69 25.29 0.25 0.10 0.00 

Fe 240 513 19.3 32.54 8.96 11. 75 0.33 0.08 0.08 

Fe 30*6 499 19.1 31.39 6.53 10.28 0.27 0.01 0.13 

注:表中の未媒染， Fe 240， Fe 30刈は比較のため行った試験で，それぞれ下記のとおり。

未媒染:シャリンパイで染色した絹糸を乾燥した試料

Fe 240 :シャリンパイで染色した絹糸を240分硫酸第一鉄溶液につけた試料

Fe 3日時:シャリンパイで染色した絹糸を30分硫酸第一鉄溶液につけて乾燥する工程を 6回繰り返した試料
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草木染色物の品質向上処理方法

草木染色物の品質向上処理方法

仁科勝海，操利一・¥古川郁子・ 1

県内に自生する植物を染料と利用する試験研究を実施し，その染色技術の確立を図るとともに地域特産品と

しての商品の開発に成功しているところである。

しかしながら，色彩は優れていても染色堅ろう度の面から実用化の難しい植物等もあり，これらを解決する

ために鹿児島県工業技術センターで開発した処理方法(先染絹織物の品質向上処理方法)けを利用した解決策

を検討，試験したところ品質向上を図ることができた。

1 緒言

鹿児島県は自然豊かな地域で，県内各地にそれぞれ

特徴のある植物が自生しており，当センターでも，こ

の地域特性を生かした地域輿しの一環として，これま

で開閉町，牧園町，霧島町，甑島，屋久島，奄美群島

等で植物を利用した染色技術の指導を行った。これら

の染色糸を利用した織物や後染製品の開発は成功し，

現在でも引き続き生産されている。

全国的にも健康志向の聞やその特徴ある色彩や味わ

い等から草木染色が見直され，盛んになってきている。

しかしながら，いろいろな特長がある反面洗濯，汗，

耐光，摩擦堅ろう度等に弱いという課題が残されてい

る。

染色技術の改善や被染物の前処理，染色後の処理等

により少々の堅ろう度の向上は図られるが全て解決で

きるものではない。

当産地には大島紬に利用されている泥染染色があり，

その染色はシャリンパイと自然の泥田で媒染する一種

の草木染色であり，その深みのある独特の茶黒色の色

目や風合い等で消費者に好まれているところである。

しかし，一部には大島紬の着用時に帯を汚す等の課

題があり，産地にとって永年の技術的懸案であったが，

当センターで開発した絹フイフロイン水溶液を利用す

る処理方法で，格段に摩擦堅ろう度を向上させること

ができた。この処理方法は現在でもクレーム製品を中

心に利用されており，品質保持上大きな成果をあげて

いる。

今回，草木染色による綿製品等の色落ちゃ洗濯によ

る変色，紫外線等による色焼け等の問題があり，これ

*1 鹿児島県工業技術センター

-63ー

らを解決するために上記処理方法で試験を実施するこ

とにした。

2.実験

2.1試験に供した製品

市販されている草木染色による綿製品30種類

2.2染色竪ろう度鼠験

(1)汗試験(JIS-L0848-1978)D法

(2)洗濯試験(JS】 L0844-1986)A寸法

(3)耐光試験(JS-L0842-1971)b-*"'Yアーク灯光試験

(4)摩擦試験(JS-L0849-1971)クロックメイ形，乾燥

処理前の製品について，上記4種類の染色堅ろう皮

試験を行い，その品質について確認した。

2.3処理方法

処理液

[絹フイブロイン(川) ) 
界面活性剤(0.15gj2) 

処理方法

[浴比(1:制
時間(5~20分)

マングル絞り機による(絞り率100%)

lWCで5分間，または蒸気乾燥

図l 処理方法フローシート
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草木染色製品(試験用に調整)を絹の主成分である

絹フィブロイン水溶液に，アミノ酸系界面活性剤を添

加した処理液に浸潰した後，脱水・乾燥する。

3.結果及び考察

今回の試験に供した草木染色による綿製品30種類の

色彩及び染色堅ろう度試験結果は表 1，表 2のとおり

である。表 2で示すとおり汗試験においては 2，3の

試料以外は良好であるが，洗濯試験においてはほとん

どの試料が変退色の面で惑い結果となっている。

又，耐光試験おいては半数以上の試料が不良であり，

特に摩擦試験では 2，3の試料以外は著しく悪い結果

となっている。

絹フィブロイン水溶液で処理することにより表3で

示すとおり， 30点中 2点以外の製品については格段に

摩擦竪ろう度を向上させることができた。

なお，耐光試験においては0.5~ 1級程度の向上は期

待できるが，まだ十分検討する必要がある。特に洗濯

による変色については別の角度から検討する必要があ

り，今後の課題として早急に研究をすすめたい。

4.結言

本場大島紬のなかでも最も特徴ある泥染大島紬の最

大の課題であった色落防止処理方法を確立し，大島紬

の品質保持に大きな役割を果たしている。

この処理方法を利用することで，草木染色による綿

製品の欠点である汗，洗濯，耐光，摩擦堅ろう度の向

上を図る試験研究を実施したが，摩擦堅ろう度は格段

の向上を図ることができた。そのうえ，綿製品に絹粉

末をコーティングすることにより，絹の特性を付与す

るという二次的な効果も確認でき，付加価値の高い製

品仕上げ加工処理となった。

県内に自生する植物を有効に利用するためにも，汗，

洗濯，耐光堅ろう度の向上処理方法の確立に向け精力

的に試験研究を行いたい。この処理方法の確立により，

よりー盾の品質向上が図られ，多様な商品開発が可能

となり，これが地域活性化の一助になるものと確信す

る。

参考文献

1)仁科勝海特許第2665656号(1997)

表 1 草木染色布

斜番号 色相(H)明度(V)彩度(C) 固有色名

1 7.49PB 1. 59 2.78 インディゴ

2 4.54Y 3.43 0.56 エボニー

3 4.03YR 3.83 4.68 枯葉色

4 6.13PB 2.56 5.00 青褐

5 2.87Y 4.03 1.82 エボニー

6 1.30Y 4.80 4.78 銀煤竹

7 5.55Y 3.61 0.57 スレートグレイ

B 9.47YR 4.73 3.31 銀煤竹

9 2.31Y 3.12 1.28 栗色

10 1.31Y 4.82 3.83 銀煤竹

1 1 4.94Y 8.17 4.88 ネーブルイエロー

1 2 7.00YR 3.21 1.33 栗色

13 5.57YR 4.08 4.12 朽葉色

14 1.16Y 4.35 4.00 オリーブ茶

1 5 3.42YR 5.38 3.54 子鹿色

1 6 8.20YR 6.57 2.22 グレージュ

1 7 8.43PB 1.54 2.04 紫紺

18 3.12PB 3.22 4.76 紺ねず

1 9 6.94G 3.75 2.30 ストレートグリー

20 6.64G 4.11 2.38 アイピーグレイ

2 1 4.21Y 7.63 6.67 コロニアルイエロ

22 5.48P 3.30 1.95 バイオレットグレ

2 3 2. 74YR 3.04 4.34 褐色

24 4.73R 2.72 7.47 ガーネット

25 3.43Y 5.99 4.74 オールドゴールド

2 6 7.73YR 6.75 5.78 小麦色

2 7 3.76Y 1.87 0.40 千歳茶

28 4.86PB 3.14 0.23 エポニー

29 2.82YR 2.37 2.83 桧皮色

30 3.39Y 4.95 2.40 ひわ茶
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表 2 染色堅ろう度試験結果

試験 汗 試 験 洗 濯 試 験 耐 光試験 摩 擦試験

法 (J1S-L0848-1978) D法 (J1S-L0844-1986)A-l法 (JS-L0842-1971) (JS-L0849-1971 ) 

灼ックメータ形， 乾燥

試料 変退色 汚染(絹) 汚染(綿) 変退色 汚染(絹) 汚染(綿) カー事。ンアサ灯光試験

番号 級 級 級 級 級 級 級 処理前(級 処理後{級

1 4-5 5 5 4-5 5 5 4 以上 4 4 

2 3-4 4-5 4-5 3-4 5 5 4 2-3 4-5 

3 4-5 5 5 4 5 5 4 以上 2 4 

4 5 5 5 5 5 5 4 以上 2 2-3 

5 2-3 3-4 3-4 4 5 5 3 3-4 5 

6 4-5 4-5 4-5 4-5 5 5 4 以上 2 4 
'-ノ 7 2 4 4 2-3 4-5 4-5 4 2-3 4-5 

8 4 4 4 1-2 5 4-5 4 以上 2-3 5 

9 3 2 3-4 3 4-5 4-5 4 3 4-5 

10 4 4 4 1 5 4 4 以上 2-3 4-5 

1 1 2 5 4 1-2 5 5 1 3-4 5 

1 2 4 3 3 4-5 4-5 4-5 4 以上 1-2 5 

13 3 4-5 4-5 4-5 5 5 2 4-5 5 

14 4-5 4 4 2 5 4-5 4 以上 2-3 5 

1 5 3-4 5 5 4 5 5 l 4-5 5 

1 6 3-4 5 5 4 5 5 1-2 4-5 5 

1 7 4 5 5 4-5 5 5 4 以上 2 2 

18 4-5 5 5 4 5 5 4 以上 4 5 

19 2-3 5 5 2-3 5 5 4 4 5 

し J
20 2-3 4-5 4-5 2 5 5 3-4 3-4 4-5 

2 1 4-5 4 4 2 5 5 l 4-5 5 

22 l 2-3 1 2 5 5 2 4-5 4-5 

23 4 5 5 3 5 5 3 2-3 4-5 

24 4-5 3-4 2-3 1 4-5 3-4 2 1-2 4 

25 4 5 5 3 5 5 2 3-4 4-5 

26 3-4 5 5 2 5 5 1 4 4-5 

27 4-5 5 5 3 5 5 4 以上 2 4-5 

28 3 5 5 3 5 5 3 4 4-5 

29 4 4-5 4 4-5 5 5 4 2 5 

30 3 5 5 2-3 5 5 2-3 3-4 5 
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自動摺込み染色装置の開発

山下宜良，仁科勝海，西決造，市来浩一，向吉郁朗，安藤義則

大島紬における緋は地色となる緋部の操み込み染色と色糊を均一にへラで扱く摺り込み染色の二段階で染色

している。摺り込み染色は熟練性を要する工程である上，その作業性は細かく煩雑であり，しかも製品におけ

る餅の色の予測が困難である等の欠点を有し，高品位な大島紬の開発のネックとなっている。更にこの工程の

従事者の高齢化と後継難等の難題も抱えている上，多様化・個性イじする消費者の欲求に添う生産方式となって

いない。この為，摺り込み染色工程において熟練者が有する染色技術の平準化と作業性の改善及び小ロット製

造技術の確立，緋配色のシミュレーション化を目指す，自動摺込み染色装置の開発を行った。

1 .はじめに 2. 自動摺込み染色装置の概要

本場大島紬は本県の代表的な地場産業として，地域

経済に大きく貢献すると共に古典的な泥染めによる独

特の風合いは女性の憧れの着物として，今でも根強い

人気を維持している。しかし，今日の大島紬を取り巻

く環境は極めて厳しく，急速に進んだ生活様式の変化

による和装需要の長期低迷傾向に歯止めが掛からず，

産地は大幅な減産を強いられている。その上，従事者

の高齢化や後継者難と言った今後の大島紬の存亡に係

わるような問題も抱えている。特にこの傾向は摺り込

み染色を行う加工者に顕著である。

当該装置は自動摺込み染色装置本体，色糊調合装置，

緋糸巻き取り装置で構成しており，その概要は以下に'---'

示す。

摺り込み染色は緋鑑の防染部を解いた上で色糊を芯

部(絹糸本数:8本以上)まで均一にへラで扱き，乾

燥後，蒸熱工程等を経て染色する工程である。この染

色で得られる色は色糊の摺り込み量により変動する特

徴を持ち，これを人手で行う為には，卓越した熟練性

が要求される。またこの染色工程の作業性は緋径の防

染部の部分解き等の作業性と共に鰍密性を要求される

一方で画一的で煩雑な側面を持つ工程でもある。

大島紬の緋は綿密な鰍密性に特長があるが，緋の色

は微細であるために視覚混合になり，製品を彩る配色

の予測を困難としている。

大島紬は生活の必需品でないにも係わらず高価な和

装品としてはロット当たりの製造反数が多く，個性化

が一段と進みつつある昨今の消費者の動向に対応でき

る製造法となっていない。

このような諸事情を踏まえ，小ロット製造技術の確

立及び熟練者が有する揺り込み染色技術の平準{じゃ緋

配色の体系化，作業性改善等を念頭に箇いた自動摺込

み染色装置の開発を行った。
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1)自動摺込み染色装置本体

ア)機器構成及び仕様

-制御及び編集機能部 (エプソンVR-C20E)

・CG編集部 (Mac-Quadra840AV) 

・本体(シサy7.部の外，以下の機器で構成する。)

・画像入力部:緋糸の染色部と未染色部画像情報の

入力 (カメラ:D003810，CCD:μPD3753，

ラン70:JRCI3.8V85W/DC，光源:PDL-S-350)

.x軸:緋糸巻き取り枠の駆動

(ACiH"モーター分解能:400llo
JW回転， 1， 370mm) 

.y軸:ディ1ヘ。;サー駆動(横方向)

(ACiJ-;j;"モーター分解能:4∞IIOJW回転， 600mm) 

Z軸:ディ1ヘ。ント駆動(高さ方向)

(Aザッヒ。ンゲモーター分解能:100011。以/回転， 200mm) 

. DP軸:デ、ィスゲント(7。ランγャー)駆動

(A、庁、~t。ンゲモーター分解能 :2500011。似/回転， 80mm) 

・α軸:色糊装填シリンジの自動取り替え位置駆動

イ)当該装置による染色の7ト何回ト

緋糸巻 画像取り 画像編集 染色

き取り 一歩 込み (4 一号砂 (手動) ーさ砂 ( 4面

枠tット 面自動) 自動)
ーーーー・・ F 司副・・ーーーー-- ーーー・・ーーーー ----ーーーー
高調整 未染部の 染色位置 6色シリ

回転角 抽出 -色指定 ンγ自

度調整 座標算出 動交換

) 
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自動摺込み染色装置の開発

2)色糊調合装置

y)機器構成及び仕様

-制御及び編集機能部 (エプソンST-C16)

. t。工'}"$0 '.170 :染料・助剤の吐出量制御 4基

・目白書リーヒ。1ト')$0'./70 :助剤・元糊・水(配管系の洗浄

機能も含む)吐出量制御 3基

・染料槽 (800m2) 3個

・助弗Ijf曹 (800m2) 2個

・元糊槽 (10000m2) 1基

・水タンク (20000m2) 1基

.電磁弁及び3ーケン1部

イ)色糊調合のフローチャート

色糊調合処方のデータベース

(SCOTDIC-Color: 700色)

自動調合(対象ポンプ

間欠時間のみ)
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3)緋糸巻き取り装置

7)機器構成及び仕様

-緋糸巻き取り駆動部

(DCモーター，巻き取り t。、yチ:5mm)

・糸送り及ぴ張力装置:糸本数対応、

(100-800gf可変式)

・巻き取り枠:フス状緋糸を巻く

(伸縮式4面体， 1面幅:200mm:!:20mm， 

巻き取り長・96m)

イ)緋糸巻き取りの7トチャート

匝豆五百
↓ 

|鐙解き後ボビン巻き|

区福り枠セット(開始位置)

↓ 

医玩(ガイド及び張力装置)

|巻き取り幅調整|

医語り開始(駆動用刊寸N)

同尋問了(駆動附-;--:OFF)

区福り枠のセット(染色装置本体へ)

↓ 

|巻き取り装置の原点復帰|

3 染色処方

1)色糊調合処方

・Kayacion-Yellow5-PG Liquid33 

• Kayacion-Red P-BN Liquid33 

a% 
b% 

c% 

5% 

2% 

6% 

. Kayacion-Blue P-3R Liquid40 

.還元防止剤

・固着剤

-糊剤(ファインガムSA-L)

・糊剤流動改質弗IJQC-l 

ヲー

※濃度はows

0.2% 

三2
100% 
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2)染色

当該装置による緋の染色は色糊吐出の際のプランジ

ャー駆動に対するシリンジ内高粘調色糊の応答性の低

さによる残圧の解消，吐出色糊の表面張力による浸透

性改善，ノズルヘッドの形状改善，高分解能ステッピ

ングモーターの採用等により色糊の高精度微量吐出の

コントロールが可能となり，フス状の16本の絹糸に均

一な染色が行えることとなった。

小ロット製造を目的とする白糸の緋染色は糊剤に換

え， P-NIPAMを使った色糊による着色防染法で染色する

が，緋精度や色糊調合での扱い難さ等，問題を残して

いる。

68 

4 おわりに

当該染色装置による緋の染色は現在，緒についたば

かりであり，実用レベルに達しない小ロット化製造技

術等を含む問題や省力化を進めるうえで前後の処理工

程も視野に入れた製造技術の研績に努める為，今後3

年間をかけ，当該装置による緋染色の高度化を図る研

究を行うこととしている。

なお 当該装置は平成5年度から進めてきた摺り込

み染色の省力化に関する研究等で得られた成果に基づ

き，側エルム社が製作した装置であり，平成8年度技

術開発研究費補助事業により開発したものである。

i，__) 
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